
写真／どんでん平ゆり園で働く後藤かねさ写真／どんでん平ゆり園で働く後藤かねさんん（（萩生・右）、萩生・右）、
井上豊子さ井上豊子さんん（（高峰・中央）、後藤利子さ高峰・中央）、後藤利子さんん（（萩生萩生・・左）。左）。
主に園内の除草作業に従事し、「大きなゆりの花が咲主に園内の除草作業に従事し、「大きなゆりの花が咲いい
たのを見ると疲れも癒されます」と口を揃えまたのを見ると疲れも癒されます」と口を揃えますす

ゆ
り
園
の
朝
。



広報いいで 2

今月の

表　紙

目次広報いいで

2011

７

特集◎町民総合センター「あ～す」“20周年の響き”03

第１楽章 町民と共に歩んだ20年04

第２楽章 舞台をつくる人たち06

第３楽章 これからも夢を創造する拠点に08

まちかどＮＥＷＳ
中部地区の有志が集い被災地でボランティア／眺山牧場
まつり／手ノ子地区協議会「ホタルの楽校」開所ほか

10

町消防演習／町消防操法大会12

梅津名七さん「藍綬褒章」を受章／がんばりの軌跡14

健康ikiiki15

ファミリー・サポート・センターを創設16

飯豊町議会議員選挙のお知らせ18

直伝おふくろの味20

子育てFILE／あ～す図書室情報21

ようこそ！わたしたちの倶楽部に／町長の見て歩き22

節電のお知らせ23

お知らせ／戸籍の窓／人の動き／編集後記24

クローズアップ◎「初夏、中津川から…」
中津川 森と暮らしの学校
Don't Give UP ! 東日本白川湖畔チャリティーマラソン

26

町宝いいで　～チョウセンアカシジミ～28

　７月26日㈫に投開票されます飯豊町議会議
員選挙に関する投票状況、開票状況、開票結果
などの速報を電子メールでお知らせします。ご
希望の方は下記の手順に従って登録ください。
　登録料金は無料です。

会員登録の注意点

▼平成20年の町長選挙メール配信サービスに
登録された方も、再度登録が必要です
▼配信時間が夜遅くなる場合があります
▼携帯電話の設定によってはドメイン指定の解
除が必要になります
取得したメールアドレスの取り扱い

▼本選挙メール配信以外には使用しません
▼選挙終了後にデータは破棄されます
問合せ先

町選挙管理委員会　皐72―2111内線224

町議会議員選挙の投票に関する詳しい情報は、
18ページに掲載しています。

STEP虚
vote_mail@iideml.jpまで空メールを送信。

こちらのQRコードを活用し送信
もできます。

STEP許
メールが返信されてきますので、案内に従っ
て登録。
返信が届かない場合は、下記までお問い合せ
ください。

飯豊町議会議員選挙メール会員募集

Official E-mail Service

会員登録の手順

NEWS

ゆり園を裏で支えるスタッフ
の皆さん。笑顔を大切にして
います。

　どんでん平ゆり園は、７
㌶の面積を誇る園内に150
種、50万本のゆりが咲き
乱れる東日本最大級のゆり
公園。町の重要な観光ス
ポットを支えるスタッフの
皆さんは、この夏も笑顔を
絶やさずお客さまをお迎え
しています。主に除草作業
に従事する後藤利子さんは、
「ゆり園で草むしりをして
15年以上になります。お
客さまの喜んでいる表情が
なによりの励みです」と
ニッコリ。

あふれる花と笑顔で
お客さまをお出迎え



広報いいで 2011/7/143

「音楽からのまちづくり」の拠点である町民総合センター「あ～す」が、
開館20周年を迎えました。
ときには町民が舞台の主役となり、観衆となり、裏方となり、
笑顔と感動を生み出してきました。
これまでの施設の歩みを振り返るほか、
舞台裏で支える人たちの姿、
今後の展望などについてリポートします。

町民総合センター「あ～す」

20周年の響き



広報いいで 4

音
楽
で
町
の
文
化
・
交
流
を
牽
引

　

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
「
あ
～
す
」
が
、

平
成
３
年
に
開
館
し
、
今
年　

周
年
を
迎

20

え
ま
し
た
。
な
じ
み
深
い
「
あ
～
す
」
と

い
う
名
称
に
は
、「
大
地
や
自
然
と
調
和

し
た
豊
か
さ
を
求
め
、 
明  
日 
に
向
か
っ
て

あ 

す

飛
躍
す
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
情
報
発

信
基
地
に
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
町
の
新
し
い
文
化
と
交
流
の
創

造
。
そ
の
期
待
を
集
め
「
あ
～
す
」
は
建

て
ら
れ
た
の
で
す
。

　

昨
年
度
１
年
間
に
８
5
5
件
、
延
べ
２

万
７
９
７
１
人
の
方
が
「
あ
～
す
」
を
利

用
し
ま
し
た
。
会
議
や
研
修
会
、
作
品
展

示
な
ど
目
的
は
多
種
多
様
。
中
で
も
コ
ン

サ
ー
ト
や
講
演
会
な
ど
が
開
か
れ
る
客
席

数
５
７
２
席
の
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
町
内

外
の
団
体
か
ら
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

置
賜
３
市
５
町
に
あ
る
主
要
な
文
化
ホ
ー

ル
の
う
ち
、
最
も
少
な
い
と
こ
ろ
で
2
0

0
席
、
最
多
の
施
設
で
１
０
1
6
席
と
、

「
あ
～
す
」
は
そ
の
中
間
に
あ
り
、「
大
き
過

ぎ
ず
、
小
さ
過
ぎ
ず
」の
使
い
勝
手
の
良
さ

が
、
地
理
的
利
便
性
と
共
に
町
外
か
ら
も

人
気
を
集
め
て
い
る
理
由
の
よ
う
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
に

も
「
あ
～
す
」
は
密
着
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
唯
一
の
図
書
室
に
は
２
万
７
２
５

４
冊
（
平
成　

年
３
月　

日
現
在
）
の
蔵

23

31

書
を
有
し
、
昨
年
度
は
延
べ
３
４
５
５
人

が
利
用
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
に
健
康
福
祉
セ
ン

18

タ
ー
が
完
成
し
、
国
保
診
療
所
を
含
む
福

祉
・
医
療
部
署
が
移
転
し
た
後
は
、
こ
ど

も
み
ら
い
館
と
し
て
「
あ
～
す
」
の
一
部

は
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は
子

ど
も
と
保
護
者
を
合
わ
せ
て
延
べ
７
３
８

５
人
が
利
用
。
子
育
て
支
援
の
施
設
と
し

て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
「
あ
～
す
」設
立
の
大
き
な
功
績
の
一
つ

は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
「
音
楽
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
町
民

を
主
役
と
す
る
文
化
事
業
の
創
造
と
交
流

の
推
進
を
担
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。

　

毎
年
「
あ
～
す
」
を
会
場
に
開
催
さ
れ

る
い
い
で
〝
め
ざ
み
の
里
”
ま
つ
り
で
は
、

メ
イ
ン
の
〝
W
A
踊
り
”
に
町
民
が
一
堂

に
会
し
、
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
『
め
ざ
み
』

に
合
わ
せ
て
踊
り
、
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。
同
じ
祭
り
内
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
親
子
で
音
楽
を
楽
し
む
機
会

と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
合
唱
組
曲
『
ラ
ブ
リ
ー
・
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
～
ふ
る
さ
と
に
捧
げ
る
六
つ
の

讃
歌
～
』、
同
『
飯
豊
山
～
我
が
心
の
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
～
』、
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
獅

子
の
笛
』
な
ど
、
質
の
高
い
音
楽
作
品
が

誕
生
し
、
全
国
に
発
信
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
れ
ら
の
曲
を
発
端
に
、
女
声
合

唱
団
「
コ
ラ
ー
ル
・
ド
・
め
ざ
み
」、
め
ざ

み
キ
ッ
ズ
、
男
声
合
唱
団
「
プ
ロ
ー
ジ
ッ

ト
」、
少
年
少
女
合
唱
団
が
町
内
に
誕
生

し
、
音
楽
が
う
ね
り
と
な
っ
て
町
の
文
化

を
牽
引
し
て
き
た
の
で
す
。

　

町
民
と
共
に
歩
ん
で
き
た　

年
は
、
音

20

楽
を
通
し
た
町
民
の
交
流
と
文
化
の
創
造

の
軌
跡
で
も
あ
り
ま
し
た
。

『健康・交流・創造』を実践する文化施設として建てられた「あ～

す」。文化事業の発信基地として、今では町内外から多くの人が集

う、飯豊町の顔とも言える施設になりました。「あ～す」の20年間の

歩みと、現在の利用状況などについて報告します。

写真／いいで“めざみの里”まつり
から、町民総参加のＷＡ踊りの様子



広報いいで 2011/7/145

燕町民総合センター「あ～す」開館平成３年
燕「あ～す」イベント企画・推進スタッフ結成
燕「音楽からのまちづくり」構想スタート

４年

燕町のイメージソング『めざみ』完成
燕創作太鼓『出羽之国飯豊山白流太鼓』完成
燕出羽之国飯豊山白流太鼓保存会結成

５年

燕「いいでミキシングスタッフ」結成
燕第１回いいで“めざみの里”まつり開催
燕町初の女声合唱団「コラール・ド・めざみ」結成
燕合唱組曲『ラブリー・ホームタウン～ふるさとに捧げる六つ
の賛歌』完成

６年

燕町民参加によるミュージカル『帰ってきたかぐや姫』発表
燕第１回めざみの里音楽祭開催

７年

燕夏至の日の音楽祭、第１回「フェット・ド・ラ・ミュージッ
ク」開催

８年

燕創作ミュージカル『雪の卵～Snow Egg』制作９年
燕ミュージカル・ワークショップ開講10年
燕全国『ラブリー・ホームタウン』を歌う集い開催12年
燕創作ミュージカル『獅子の笛』制作
燕ミュージカル団体「めざみキッズ」結成

13年

燕国民文化祭・やまがた2003でミュージカル『獅子の笛』を
上演

15年

燕作詩家・村田さち子先生を町芸術文化振興専門員に委嘱16年
燕第１回めざみの里カンタート開催18年
燕町制施行50周年記念事業・合唱組曲『飯豊山～我が心のアル
カディア』制作

19年

燕町制施行50周年記念式典で合唱組曲『飯豊山～我が心のアル
カディア』を初演演奏

20年

燕コラール・ド・めざみが、全日本おかあさんコーラス全国大
会に出場

21年

燕町初の男声合唱団「プロージット」結成22年
燕飯豊町少年少女合唱団結成23年

■館内の配置図

平成３年７月、「あ～す」竣工式

平成５年９月、イメージソング
『めざみ』発表会

平成13年７月、オリジナルミュー
ジカル『獅子の笛』発表

平成20年９月、合唱組曲『飯豊山
～我が心のアルカディア』発表会

１階
２階

■「あ～す」20年間の主な出来事

冊数分類

15,117一般図書
11,797児童図書
47郷土資料
293ビデオ

■図書室蔵書冊数

人数件数年度
25,95586617
24,91079318
18,97168019
30,67875620
20,75082521

■過去５年間の施設利用実績

人数件数部屋名

18,451268多目的ホール
5,780215研修室
2,376176会議室
1,364196談話室など

■平成22年度部屋別使用実績

※「平成22年度部屋別使用実績」、「過去５年間の施設利用実績」は図書室利用実績を除く。「図書室蔵書冊数」は平成23年３月31日現在。
役場教育文化課まちづくり室調べ。

◎町民総合センター「あ～す」20周年の響き



広報いいで 6

ふなやま・じゅんや●1974年12月生まれ。17歳
から「あ～す」イベント企画・推進スタッフに入
会。05年から代表に就任。会社員。小白川在住

町民の方へ一流の音楽を届ける
ことは、私たちの本望

　

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
「
さ
ん
た

く
ろ
ー
す
」
で
活
動
し
て
い
た
と
き
に
誘

い
を
受
け
、
今
日
ま
で
「
あ
～
す
」
イ
ベ

ン
ト
企
画
・
推
進
ス
タ
ッ
フ
（
以
後
イ
ベ

ン
ト
ス
タ
ッ
フ
）
と
し
て
事
業
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。「
お
ま
え
の
別
荘
か
」と
周

囲
か
ら
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
、
と
き
に
は
寝

泊
り
し
な
が
ら
、
仲
間
と
共
に
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
や
準
備
に
汗
を
流
し
て
き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
が
主
催
す
る
代
表

的
な
も
の
と
し
て
、
年
１
回
の
「
ボ
イ
ス
・

パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

歌
手
の
夏
川
り
み
さ
ん
や
岩
崎
宏
美
さ
ん
、

伍
代
夏
子
さ
ん
な
ど
一
流
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
「
あ
～
す
」
に
招
き
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
い
て
き
ま
し
た
。
町
外
の
方
か
ら
「
飯

豊
町
に
は
有
名
な
歌
手
が
来
て
す
ご
い

ね
」
と
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
限
り
あ
る
予
算
の
中
で
、
ス
タ
ッ
フ

が
真
剣
に
話
し
合
い
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

選
ん
で
い
ま
す
。「
町
民
の
方
に
一
流
の

音
楽
を
届
け
る
こ
と
」
は
、
私
た
ち
の
本

望
で
す
。
そ
れ
に
当
っ
て
は
町
芸
術
文
化

振
興
専
門
員
の
作
詩
家
・
村
田
さ
ち
子
先

生
の
力
添
え
は
大
き
く
、
お
か
げ
で
大
物

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の 
招  
聘 
が
実
現
で
き
た
と

し
ょ
う 
へ
い

い
う
事
例
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
２
年
前
か
ら
、「
あ
～
す
」
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。「
あ
～
す
」
か
ら
〝
に
ぎ
わ
い
”
を
発

信
し
よ
う
と
い
う
試
み
の
一
環
で
す
。
に

ぎ
わ
い
再
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
と
イ

ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
に
は
目
的
に
共
通
す
る

も
の
が
あ
る
と
個
人
的
に
思
っ
て
い
ま
す
。

「
あ
～
す
」
を
拠
点
と
す
る
私
た
ち
の
活

動
が
、
全
町
に
広
が
る
よ
う
な
協
力
を
委

員
会
の
皆
さ
ん
に
期
待
し
た
い
で
す
。

　
「
音
楽
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
」は
飯
豊
町

の
ぶ
れ
な
い
ス
タ
ン
ス
。
こ
れ
か
ら
も
大

切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

舟 山 純 也 さ ん

「あ～す」イベント企画・推進スタッフ代表

「あ～す」を拠点に、イベントを企画・実践し、町民の交流
と町への誇りを育むことを活動の目的とする。「自ら楽し
みながら無理をせず実践」が基本的なスタンス。ボイス・
パーティー、めざみの里まつり、「あ～す」イルミネーション
イベントなどを手がける。平成４年設立。会員数は36名

『獅子の笛』の舞台稽古に励む
めざみキッズの団員たち

「あ～す」イベント企画・推進スタッフinfo

「「あ～あ～すす」」が大切にしてきたもの、それはが大切にしてきたもの、それは““住民手づくりの住民手づくりの

ステージ”。舞台に立ち演じる人、舞台裏で汗を流す人、みステージ”。舞台に立ち演じる人、舞台裏で汗を流す人、みんん

ななが「あ～す」では主役なのでが「あ～す」では主役なのですす。“。“舞台をつくる人たち”舞台をつくる人たち”

から「あ～す」に対する思いなどをインタビューしましたから「あ～す」に対する思いなどをインタビューしました。。



広報いいで 2011/7/147

おじか・こうせい●1962年５月生まれ。00年いい
でミキシングスタッフ入会。「あ～す」イベント
企画・推進スタッフ、出羽之国飯豊山白流太鼓保
存会にも所属し活躍中。自営業。手ノ子在住

私たちの役目はステージに立つ
人たちを輝かせること

　

華
や
か
な
舞
台
が
ど
う
や
っ
て
作
ら
れ

て
い
る
の
か
興
味
を
抱
き
、
自
分
で
も

や
っ
て
み
た
い
と
い
う
思
い
で
「
い
い
で

ミ
キ
シ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
入
会
し
て　

年
以
上
に
な
り
ま
す
。

10

　

ミ
キ
シ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
は
、
め
ざ
み
の

里
祭
り
や
音
楽
祭
な
ど
「
あ
～
す
」
で
行

わ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
裏
方
の
存
在

で
す
。
音
響
、
照
明
、
ス
テ
ー
ジ
の
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
、
舞
台
撤
収
ま
で
幅
広
く
活
動

し
て
い
ま
す
。
活
動
の
原
点
は
「『
あ
～

す
』
を
町
民
が
気
軽
に
出
演
で
き
る
ホ
ー

ル
に
し
よ
う
！
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

こ
に
来
れ
ば
、「
町
民
が
主
役
」、
そ
ん
な

雰
囲
気
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

出
演
者
が
ス
テ
ー
ジ
か
ら
戻
っ
て
き
た

と
き
の
晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
を
見
る
と

自
分
た
ち
も
充
実
感
を
覚
え
ま
す
。
段
取

り
よ
く
ス
テ
ー
ジ
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
、

音
と
光
を
駆
使
し
て
、
舞
台
に
立
つ
人
に

気
持
ち
よ
く
演
じ
て
も
ら
い
、
そ
し
て
魅

力
的
に
輝
か
せ
る
こ
と
、
そ
れ
が
私
た
ち

の
役
目
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
最
も
思
い
出
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
初
め
て
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
上

演
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
週
間
以
上
「
あ

～
す
」
に
通
い
、
夜
遅
く
ま
で
仲
間
と
共

に
舞
台
づ
く
り
の
勉
強
を
し
た
こ
と
で
す
。

そ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
年
代
も
職
業

も
越
え
て
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
で
き
た
こ

と
は
、
私
に
と
っ
て
収
穫
の
一
つ
で
し
た
。

　

今
、
ス
タ
ッ
フ
が
抱
え
て
い
る
課
題
は
、

固
定
メ
ン
バ
ー
で
の
活
動
が
長
年
続
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
学
校
や
地
域
行

事
な
ど
の
理
由
で
、
イ
ベ
ン
ト
が
集
中
す

る
土
曜
・
日
曜
日
の
集
合
が
、
年
々
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
少
な
い
人
数
で
工
夫

し
て
こ
な
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
運
営

を
考
え
る
と
き
、
ど
の
よ
う
に
世
代
交
代

し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。

男 鹿 晃 生 さ ん
いいでミキシングスタッフ代表

音響・照明機器操作の技術向上と研究を目的とする民間グ
ループ。「あ～す」を拠点とし、音響・照明を駆使してス
テージを演出する。イベントにおける打ち合わせ、仕込み、
リハーサル、本番、後片付けまでと幅広くかかわり、舞台
を支える縁の下の力持ち。平成６年設立。会員数は12名

たかはし・てつのり●1988年３月生まれ。めざみ
キッズ設立と同時に７歳から入団。男声合唱団
「プロージット」にも所属し活躍中。高峰在住

１１月の上演に向け、『獅子の笛』
を猛稽古中です

髙 橋 徹 成 さ ん
めざみキッズ

森の動物たちを守るため黄金の稲穂を求めて立ち上がった
３匹のきつねと、それを守る獅子夫婦との物語。「獅子舞」
から着想を得て作詩家・村田さち子先生が台本を制作。98
年にミュージカルワークショップを開講し、キャスト・ス
タッフ合わせて約100名が３年越しで舞台を作り、01年
「あ～す」開館10周年を記念して初公演された

　

小
学
生
の
と
き
に
め
ざ
み
キ
ッ
ズ
団
員

募
集
の
チ
ラ
シ
が
配
ら
れ
、「
や
っ
て
み

た
い
」
と
親
に
相
談
し
た
の
が
入
団
の

き
っ
か
け
で
す
。　

年
以
上
、
ミ
ュ
ー
ジ

15

カ
ル
を
続
け
て
き
た
の
は
、
め
ざ
み
キ
ッ

ズ
な
ら
で
は
の
「
み
ん
な
で
つ
く
り
上
げ

る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
の
楽
し
さ
と
、
普
段

と
は
違
っ
た
自
分
を
表
現
で
き
る
〝
演
技

の
魅
力
”
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

初
め
て
「
あ
～
す
」
の
舞
台
に
立
っ
た

の
は
、
平
成
９
年
に
初
演
さ
れ
た
『
雪
の

卵
～
Ｓ
n
o
w
Ｅ
ｇ
ｇ
』
の
と
き
で
し
た
。

小
学
４
年
生
で
し
た
が
、
緊
張
し
て
頭
が

真
っ
白
に
な
っ
た
こ
と
し
か
覚
え
て
い
ま

せ
ん
。
今
で
も
舞
台
に
立
て
ば
緊
張
は
し

ま
す
が
、
自
分
の
役
割
を
や
り
遂
げ
た
と

き
は
、「
や
っ
た
ぜ
！
」
と
い
う
達
成
感
に

満
た
さ
れ
ま
す
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
続
け

て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
う
瞬
間
で
す
。

　

こ
の
た
び
、「
あ
～
す
」
開
館　

周
年
を

20

記
念
し
て
、
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
獅
子

の
笛
』
を
上
演
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

劇
中
重
要
な
役
で
あ
る
雄
獅
子
役
に
抜
擢

さ
れ
、
体
を
目
一
杯
使
っ
て
、
雄
獅
子
の

力
強
さ
を
表
現
す
る
稽
古
に
全
力
を
注
い

で
い
ま
す
。

　
「
あ
～
す
」
は
町
民
の
た
め
の
施
設
で

あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
生
の
ス

テ
ー
ジ
を
見
て
も
ら
う
こ
と
で
飯
豊
町
の

元
気
を
町
外
の
人
た
ち
へ
発
信
す
る
場
所

で
も
あ
り
ま
す
。
め
ざ
み
キ
ッ
ズ
も
そ
の

一
役
を
担
っ
て
い
る
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
通
し
て
、
飯
豊
町
の
情

熱
が
町
外
に
も
伝
わ
る
よ
う
に
、
本
番
で

は
精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
『
獅
子
の
笛
』
は
、　

月　

日
に
開
催

11

19

さ
れ
る
「
あ
～
す
」
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン

サ
ー
ト
で
上
演
し
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
方

に
会
場
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

創作ミュージカル『獅子の笛』info

いいでミキシングスタッフinfo

◎町民総合センター「あ～す」20周年の響き
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夢
の
創
造
は
私
た
ち
自
身
の
手

夢
の
創
造
は
私
た
ち
自
身
の
手
でで

「
町
内
の
人
口
約
８
0
０
０
人
に
声

　
「
町
内
の
人
口
約
８
0
０
０
人
に
声
をを

か
け
て
、
５
７
２
席
の
客
席
を
満
員
に

か
け
て
、
５
７
２
席
の
客
席
を
満
員
に
すす

る
の
は
と
て
も
困
難
な
こ
と

る
の
は
と
て
も
困
難
な
こ
と
。。
音
楽
の
好

音
楽
の
好

み
は
十
人
十
色

み
は
十
人
十
色
。。
年
代
が
変
わ
れ
ば
、

年
代
が
変
わ
れ
ば
、
音音

楽
の
好
み
は
大
き
く
変
わ
る
か
ら
、
タ

楽
の
好
み
は
大
き
く
変
わ
る
か
ら
、
タ
ーー

ゲ
ッ
ト
を
ど
こ
に
絞
る
か
が
難
し
い

ゲ
ッ
ト
を
ど
こ
に
絞
る
か
が
難
し
い
」」

い
い
で
ミ
キ
シ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
の
男

　

い
い
で
ミ
キ
シ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
の
男
鹿鹿

晃
生
代
表
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
音

晃
生
代
表
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
音
楽楽

イ
ベ
ン
ト
の
集
客
の
難
し
さ
を
話
し
ま
す

イ
ベ
ン
ト
の
集
客
の
難
し
さ
を
話
し
ま
す
。。

「
め
ざ
み
の
里
カ
ン
タ
ー
ト
」
は
、
日

　
「
め
ざ
み
の
里
カ
ン
タ
ー
ト
」
は
、
日
本本

屈
指
の
音
楽
家
を
講
師
に
招
き
、
合
唱

屈
指
の
音
楽
家
を
講
師
に
招
き
、
合
唱
をを

通
し
て
全
国
の
合
唱
愛
好
家
と
交
流
を

通
し
て
全
国
の
合
唱
愛
好
家
と
交
流
を
図図

る
、
町
が
誇
れ
る
全
国
規
模
の
音
楽
イ

る
、
町
が
誇
れ
る
全
国
規
模
の
音
楽
イ
ベベ

ン
ト
で
す
。
対
象
は
合
唱
団
や
愛
好
家

ン
ト
で
す
。
対
象
は
合
唱
団
や
愛
好
家
のの

人
た
ち
で
す
が
、
講
師
陣
に
よ
る
講
演

人
た
ち
で
す
が
、
講
師
陣
に
よ
る
講
演
やや

演
奏
会
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
視
聴

演
奏
会
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
視
聴
しし

て
も
楽
し
め
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

て
も
楽
し
め
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
組組

ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
町
内
か
ら

ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
町
内
か
ら
のの

一
般
参
加
者
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が

一
般
参
加
者
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
現現

状
で
す
。「
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
合
唱
は
敷

状
で
す
。「
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
合
唱
は
敷
居居

がが
高高
いい
」」
と
い
う
の
が
正
直
な
声
。「
あ

と
い
う
の
が
正
直
な
声
。「
あ
～～

す
」
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
と
、
町
民

す
」
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
と
、
町
民
がが

求
め
る
関
心
事
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う

求
め
る
関
心
事
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
埋埋

め
て
い
く
の
か
が
課
題
の
一
つ
で
す

め
て
い
く
の
か
が
課
題
の
一
つ
で
す
。。

ま
た
、「
あ
～
す
」
を
拠
点
に
、
合
唱

　

ま
た
、「
あ
～
す
」
を
拠
点
に
、
合
唱
団団

や
和
太
鼓
な
ど
音
楽
活
動
団
体
が
次
々

や
和
太
鼓
な
ど
音
楽
活
動
団
体
が
次
々
とと

町
内
に
設
立
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

町
内
に
設
立
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、、

一
部
の
団
体
に
お
い
て
は
団
員
数
の
減

一
部
の
団
体
に
お
い
て
は
団
員
数
の
減
少少

が
悩
み
の
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口

が
悩
み
の
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
減減

少
と
い
う
根
本
的
な
理
由
が
あ
る
に
せ
よ

少
と
い
う
根
本
的
な
理
由
が
あ
る
に
せ
よ
、、

団
体
の
存
続
に
は
、
引
き
継

団
体
の
存
続
に
は
、
引
き
継
いい
で
く
れ
る

で
く
れ
る

若
者
の
参
加
を
促
す
以
外
に
手
段
は
あ

若
者
の
参
加
を
促
す
以
外
に
手
段
は
あ
りり

「「音楽からのまちづくり」は、「あ～す」開館当初から一貫して変らない飯豊町音楽からのまちづくり」は、「あ～す」開館当初から一貫して変らない飯豊町のの

姿勢です。町民の皆さんが気軽に「あ～す」に集い、音楽を楽しみ、そして夢姿勢です。町民の皆さんが気軽に「あ～す」に集い、音楽を楽しみ、そして夢をを

創造する拠点として歩み続けるにはどうしたらよいのか、課題を整理します創造する拠点として歩み続けるにはどうしたらよいのか、課題を整理します。。

写真／６月25日に「あ～す」で開催された町保育研究会子育て研修会の様子
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ま
せ
ん
。
町
民
の
手
で
つ
く
ら
れ
た
音
楽

団
体
は
、「
音
楽
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

掲
げ
る
本
町
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い

文
化
の 
灯 
し
火
で
も
あ
り
ま
す
。

と
も

　

そ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
す
べ
く
、「
あ

～
す
」
は
町
の
音
楽
文
化
を
継
承
す
る
た

め
の
試
み
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
芸
術
文
化

と
触
れ
合
う
機
会
の
提
供
で
す
。
年
１
回
、

小
中
学
校
と
協
働
で
子
ど
も
芸
術
鑑
賞
教

室
を
開
催
し
、
町
内
の
全
児
童
・
生
徒
へ

音
楽
や
演
劇
を
身
近
に
鑑
賞
す
る
機
会
を

 
創 
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
め
ざ
み
の
里

つ
く音

楽
祭
は
、
幼
児
施
設
や
学
校
ぐ
る
み
で

開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
が
「
あ
～
す
」
の

ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、
観
衆
の
前
で
演
奏
や

踊
り
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
演
奏
を
聴
く

姿
勢
と
演
じ
る
楽
し
み
を
育
む
こ
と
が
狙

い
で
す
。

　

さ
ら
な
る　

年
後
、
町
に
は
ど
ん
な
音

20

楽
が
響
き
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
ど

ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
る
の
か

 

。
夢
を
創
造
し
て
い
く
の
は
、
今
に

生
き
る
私
た
ち
の
取
り
組
み
次
第
で
す
。

　友達との休日の交流場所に「あ～す」
を使っています。中から高峰までの校区
の仲間が集まるには、ほぼ中心にある
「あ～す」は集まりやすいからです。夏
休みには館内で勉強もします。家でする
よりも雑音がなく集中できます。そんな
ぼくたちの息抜きのために図書室に漫画
を置いてもらうとうれしいです。

　週４回ぐらい、こどもみらい館に通っ
ています。子どもが小さいので、「あ～
す」のイベントにはまだあまり参加した
ことはありません。親子で楽しめる音楽
イベントがもっとあるとうれしいです。
また、「あ～す」の敷地内に、子どもが
元気に遊べる遊具付きの公園が欲しいで
すね。こどもみらい館に来たついでに遊
べれば、子育てにはとても助かります。

　10年以上前に「あ～す」の駐車場で行
われたサーカス

・ ・ ・ ・
の野外コンサートを見た

のが思い出深いです。町が「音楽からの
まちづくり」に取り組んでいるというこ
とは知りませんでした。正直言ってクラ
シックや合唱は苦手ですので、フォーク
ソングなどもっといろんなジャンルが聴
けたらうれしいです。関心のあるものに
は、これからも足を運びたいです。

Interv iew

西六郷少年少女合唱団コンサート18：30～８月18日状
いいで“めざみの里”まつり10：00～９月３日穣
ひなたおさむ先生ミュージックワークショップ午前９月４日擾
飯豊町芸能発表会13：30～10月16日擾
四季の歌“秋うた”を歌う集い14：00～10月29日穣
めざみの里音楽祭 ９：30～11月19日穣
開館20周年記念式典・「あ～す」ジョイントコンサート13：30～
四季の歌“冬うた”を歌う集い14：00～12月３日穣
NHKラジオ第一公開番組「真打ち競演」午後３月２日畳
山形交響楽団と地域住民コンサート14：30～３月20日杖常

※開催時間・内容は変更になる場合があります。広報などでお知らせする事前
の告知をご確認の上、ご来場ください。

■私たちが「あ～す」に期待すること！

■開館20周年記念事業など「あ～す」イベント情報

■問合せ先

横山翔太さん （15歳・萩生・写真左）
Yokoyama shota

佐藤大輝さん （14歳・萩生・写真右）
Sato Daiki

中学生 主婦 会社員

横澤均さん （添川・51歳）
Yokosawa Hitoshi山口瑞穂さん （萩生・22歳）

Yamaguchi Mizuho

西六郷少年少女合唱団コンサートinfo

全国トップクラスの合唱団が公演

1999年５月に解散した西六郷少年少女合唱団のメンバー
を中心に、新西六郷少年少女合唱団として結成。団員は小
学校４年生から高校３年生まで。西六郷時代の伝統を受け
継ぎながらも常に新たな少年少女合唱文化の創造を目指し、
演奏に励む。05年西六郷少年少女合唱団に改名

PROFILE

８月１８日嘱18：30開演／入場料無料
※ただし整理券が必要

◎町民総合センター「あ～す」20周年の響き

「あ～す」の利用やイベント
などに関することは、どうぞ
こちらまでお問い合わせくだ
さい。
町民総合センター「あ～す」
（町教育文化課まちづくり室）

志72―3111
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まちかどニュースは、皆さんの広場です。
地域のできごとやご意見などお気軽にお寄せください。
役場総務企画課総務情報室まで拶72―2111内線225

　６月15日と16日にかけ、町民プール（小白川）で、
「教職員救急講習」が行われました。夏の水難事故
から子どもの命を守ろうと、消防署飯豊分署が企画。
町内小中学校と幼児施設の職員約85名が参加し、心
肺蘇生法やＡＥＤ（自動体外式除細動器）を使った訓
練を実施。指導にあたった町応急手当普及員の方か
らは、「事故が起きたときは、速やかな119番通報と
的確な応急手当が重要」との呼びかけがありました。

水の事故に注意！

教職員救急講習

　６月12日、眺山小動物公園を会場に、「眺山牧場ま
つり」がありました。地域の“にぎわい再現”を目的
に飯豊東部地区活性化協議会が企画。わらび園の無
料開放や小動物ふれあい、餅の振る舞いなどが行われ、
町内外から親子連れなどのお客さまでにぎわいまし
た。同会の小松謹嗣会長（添川）は、「東部地区の観光
資源を最大限に生かして活性化を図っていきたい」
と今後の取り組みの意欲を話してくださいました。

地域資源を生かし活性化を

眺山牧場まつり

　６月26日、中部地区の有志が集い、東日本大震災の被災
地・宮城県石巻市でボランティアを行いました。中部地区
公民館が主体となって募り、地区内から女性２名を含む14
名が参加。住宅地の側溝約60㍍間の汚泥除去に汗を流しま
した。呼びかけ人の同館の嘉藤幹夫館長は、「少しでも被
災地の役に立てればと思い企画しました。テレビで見る以
上に被害の大きさを実感し、一日でも早い復旧を願うばか
りです」と被災地へ思いを馳せられていました。

現地に赴き被害の大きさを実感

中部地区の有志が集い被災地でボランティア
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　６月15日、農家レストランエルベで、グリーンアス
パラガス料理研究発表会がありました。アスパラガ
スの新たな料理方法を学び、消費拡大に生かそうと町
アスパラガス栽培出荷組合女性部が企画。生産者な
ど約12名が参加し、同レストランのシェフが考案した
料理11品目を試食しました。同会の世話人・伊藤幸子
さん（萩生）は、「町のアスパラガスは甘いと評判。多
くの方に食べてもらいたい」と話してくださいました。

アスパラガスの消費拡大を

　６月１日、手ノ子地区内にあるホタルの群生地そ
ばに「ホタルの楽校」が開所しました。ホタルを生
かした地域づくりに取り組む手ノ子地区協議会（井
上俊一会長）が、町内外の人が気軽にホタルに親し
む場所として設置。施設内にはホタルの生態を知る
パネルや写真などを展示。さらにホタルの飛び交う
期間中、同会の役員の方が交替で「ホタルガイド」
を務める活動も始め、地域内外の関心を集めました。

ホタルでにぎわいの拠点に

News 町の話題

グリーンアスパラガス料理研究発表会手ノ子地区協議会「ホタルの楽校」開所

　６月11日、岩倉地区で「 M  S  G 」東日本大震災チャリ
エム エス ジー

ティーライブがありました。同地区の伊藤和憲さんが親交
のあるロックバンド・ＭＳＧを招き、その収益金を被災地
へ送ることを発案。地区内外から趣旨に賛同した人など約
70名が来場し、力強い演奏に耳を傾けました。ライブの中
で伊藤さんは、「自粛するだけではなく、元気を発信してい
くことも大切と考え企画しました」とあいさつし、会場に
駆けつけた後藤町長へ集まった義援金を手渡しました。

飯豊町から元気を発信しよう

「ＭＳＧ」東日本大震災チャリティーライブ

手ノ子幼稚園とさわやかクラブ交流会
「ちまきづくり」 （西部地区公民館）

6
30

フェット・ド・ラ・ミュージック
（どんでん平ゆり園）

6
19

町園芸愛好会「さつき展」
（めざみの里観光物産館）

6
11
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消防団の真価を見よ。

　

６
月
５
日
、
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

「
あ
～
す
」
駐
車
場
を
会
場
に
、
町

消
防
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防

団
員
約
３
２
０
名
が
参
加
し
、
後
藤

町
長
や
来
賓
が
見
守
る
中
、
各
種
訓

練
に
臨
み
ま
し
た
。

　

消
防
演
習
は
、
消
防
団
の
資
質
の

向
上
や
、
一
朝
有
事
の
災
害
に
備
え

て
実
力
あ
る
消
防
力
を
確
立
す
る
こ

と
な
ど
が
目
的
で
す
。
そ
の
た
め
の

訓
練
と
し
て
、
▽
人
員
姿
勢
・
服
装

の
点
検
▽
各
個
訓
練
・
中
隊
訓
練
▽

消
防
操
法
訓
練
▽
救
助
訓
練
▽
応
急

手
当
訓
練
▽
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
▽
分

列
行
進
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

救
助
訓
練
で
は
い
い
で
応
急
手
当

普
及
員
会
と
消
防
署
員
と
の
連
携
に

よ
る
災
害
現
場
で
の
救
助
活
動
を
実

演
。
建
物
の
屋
上
か
ら
被
災
者
を
救

助
す
る
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
を
見

学
者
は
か
た
ず
を
の
ん
で
見
守
り
、

任
務
が
達
成
さ
れ
る
と
ひ
と
き
わ
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。　

　

さ
ら
に
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
で
は
、

「
福
祉
の
里
め
ざ
み
」
付
近
で
の
火

災
を
想
定
し
、
建
物
密
集
地
に
お
け

る
消
防
活
動
を
展
開
。
指
令
系
統
や

分
団
同
士
の
協
力
に
よ
る
消
火
活
動

な
ど
を
忠
実
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

演
習
の
最
後
に
町
長
か
ら
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、「
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ

て
、
地
域
を
守
る
消
防
団
の
重
要
性

が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
町
民
を
守
る
た
め
、
団
員
の
皆
さ

ん
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
」
と
激
励

し
ま
し
た
。

2011.６.５●町民総合センター「あ～す」

町 消 防 演 習消防力の向上を目指して団員集結

　

６
月　

日
、
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

26

「
あ
～
す
」
駐
車
場
を
会
場
に
、
町

消
防
操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
、
小

型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部
、
ポ
ン
プ
車

の
部
の
３
種
目
。　

チ
ー
ム
が
出
場

10

し
、
操
法
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

視
界
と
足
元
の
悪
い
悪
天
候
だ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
班
も
機

敏
で
連
携
の
取
れ
た
見
事
な
操
法
を

繰
り
広
げ
、
大
会
は
僅
差
の
争
い
に
。

わ
ず
か
な
タ
イ
ム
差
で
涙
を
呑
ん
だ

チ
ー
ム
も
あ
り
、
選
手
の
健
闘
に
会

場
か
ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

見
事
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
・

準
優
勝
と
な
っ
た
２
チ
ー
ム
と
小
型

ポ
ン
プ
積
載
車
、
ポ
ン
プ
車
の
部
の

優
勝
チ
ー
ム
は
、
７
月　

日
、
西
置

10

賜
消
防
本
部
訓
練
場
（
長
井
市
）
で

開
催
さ
れ
た
消
防
操
法
大
会
西
置
賜

支
部
大
会
に
挑
み
ま
し
た
（
結
果
は

次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

　

町
消
防
操
法
大
会
入
賞
チ
ー
ム
は

次
の
と
お
り
。

▽
小
型
ポ
ン
プ
の
部
優
勝
＝
第
３
分

団
第
２
部
第
１
班
（
上
代
）、
同
準
優

勝
＝
第
１
分
団
第
４
部
第
１
班
（
新

田
）、
同
第
３
位
＝
第
４
分
団
第
３

部
第
２
班
（
上
野
・
北
上
野
・
下
野
）

▽
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部
優
勝
＝

第
１
分
団
第
１
部
第
２
班（
萩
生
町
・

町
上
）、
同
準
優
勝
＝
第
４
分
団
第

５
部
第
２
班
（
西
向
）

▽
ポ
ン
プ
車
の
部
優
勝
＝
第
３
分
団

第
４
部
第
１
班
（
東
山
）

雨に屈せず、迅速・機敏な操法を展開

2011.６.26●町民総合センター「あ～す」

町消防操法大会

虚団旗を翻し堂々の分列行進　許火災防ぎょ訓練では本部分団第３班
の女性消防団員も活躍　距本番さながらに行われた応急手当訓練

虚

許距

虚力強い操法技術で、放水は見事火点を直撃　許班員同士の連携のと
れた動きから練習の成果が垣間見える　距指先にまで気合がみなぎる

虚

許距
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　練習以上のタイムがでて、うちは本番に強いチームだ
とあらためて実感しました。自分たちが納得いくまで練
習にとことん付き合い、支えてくださった第１分団の皆
さんに感謝しています。西置賜支部大会でも全力を出せ
るようにがんばります。（指揮者・梅津啓一さん談話）

　みんなの団結力でつかんだ勝利だと思います。先輩方
の指導の下、「疲れを残さない練習」を心がけてきました。
応援してくださった皆さんに心から感謝しています。西
置賜支部大会の優勝メダルを持ち帰って、町長に報告す
ることが次の目標です。（指揮者・遠藤寛幸さん談話）

　けがによるメンバー交代のアクシデントもありました
が、優勝できたのは、練習の成果を出し切ったメンバー
のおかげです。町大会は、一つの通過点に過ぎません。
西置賜支部大会では、ポンプ車部門で飯豊町初の優勝メ
ダルを持ち帰ってきます。（指揮者・鈴木幸則さん談話）

興
消
防
庁
長
官
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

長
谷
崎
文
男

興
山
形
県
知
事
表
彰

【
永
年
勤
続
退
団
者
】

江
口
一
幸
／
渡
部
堅
一
／
遠
藤

幸
一
／
井
上
清
人
／
五
十
嵐
誠

／
髙
橋
信
夫
／
伊
藤
忠
／
伊
藤

和
弘

【
金
条
章
】
第
５
分
団

【
特
別
功
労
章
】

菊
地
正
二
／
安
部
数
幸

【
功
労
章
】

渡
部
信
義
／
横
澤
祐
次
／
大
友

雅
彦
／
髙
橋
裕
之

【
功
績
章
】

渡
部
健
司
／
工
藤
昇
／
梅
津
啓

一
／
遠
藤
貴
広
／
髙
橋
邦
彦

【
精
錬
章
】

石
原
朝
博
／
安
藤
良
治
／
本
間

容
子
／
長
沼
隆
／
伊
藤
和
範
／

田
中
豊

【
家
族
功
労
章
】長
谷
崎
ま
さ
よ

興
飯
豊
町
長
表
彰

【
退
団
者
感
謝
状
】

岡
田
美
樹
雄
／
小
浦
秀
明
／
髙

橋
正
俊
／
渡
部
浩
史
／
平
山
武

浩
／
伊
藤
和
範
／
塚
田
豪
／
元

木
忠
和
／
佐
原
貞
広
／
長
谷
崎

文
男

興
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

【
精
績
章
】小
浦
秀
明

興
山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
優
良
章
】

髙
橋
美
久
／
渡
部
一
弘
／
井
上

健
／
寒
河
江
珠
江
／
髙
橋
勝
／

齋
藤
隆
行
／
舟
山
善
之
／
横
山

真興
永
年
勤
続
章　
（　

年
）長
谷

30

崎
文
男　
（　

年
）井
上
和
浩
／
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山
口
信
英
／
鈴
木
俊
一
郎
／
安

部
貴
志
／
髙
橋
裕
之
／
井
上
淸

人
／
髙
橋
力
夫　
（　

年
）遠
藤

20

春
美
／
多
田
野
良
一
／
尾
形
隆

／
井
上
啓
／
髙
橋
正
俊
／
宇
津

木
敏
己
／
寒
河
江
清
昭
／
髙
橋

邦
彦　
（　

年
）渡
部
健
司
／
菅
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野
学
／
伊
藤
将
行
／
遠
藤
貴
広

／
横
山
信
弘
／
岩
瀬
也
寸
宏
／

安
部
一
博
／
五
十
嵐
恵
美
／
舟

山
純
也
／
佐
藤
智
浩
／
長
沼
隆

／
鈴
木
淳
志
／
横
山
清
人
／
長

沼
文
則
／
伊
藤
和
範

興
山
形
県
消
防
協
会
西
置
賜
支

部
長
表
彰

【
優
良
消
防
団
】

第
３
分
団
第
４
部
第
２
班

【
優
良
消
防
団
員
】

伊
藤
貴
広
／
後
藤
祐
宣
／
大
谷

部
秀
也
／
渡
部
賢
一
／
佐
藤
智

浩
／
鈴
木
淳
志
／
髙
橋
正
浩
／

鈴
木
幸
則
／
尾
形
弘
嗣
／
髙
橋

達
彦
／
髙
橋
紀
宣
／
長
谷
崎
嘉

孝【
優
良
消
防
運
転
手
】長
岡
隼
人

／
伊
藤
孝
二
／
髙
橋
実

興
飯
豊
町
消
防
団
長
表
彰

島
貫
美
里
／
安
部
聡
美
／
木
村

辰
司
／
宇
津
木
慎
／
青
木
保
和

／
田
林
広
靖
／
大
谷
部
直
也
／

井
上
敦
／
伊
藤
正
／
安
部
淳
一

／
遠
藤
寛
幸
／
井
上
博
人
／
野

口
正
良
／
大
内
真
法
／
小
野
誠

庸
／
青
木
健
裕
／
菊
地
正
文
／

佐
原
貴
志
／
渡
部
良
／
岡
章

消 防 関 係 者 表 彰 者

第３分団第２部第１班

指揮者／ 遠  藤  寛  幸 さん
えん どう ひろ ゆき

１番員／ 横  山  勇  志 さん
よこ やま ゆう じ

２番員／ 横  澤 　 諭 さん
よこ さわ さとし

３番員／ 遠  藤  洋  輔 さん
えん どう よう すけ

補助員／ 井  上  達  也 さん
いの うえ たつ や

小型ポンプの部優勝

◎INTERVIEW

町消防操法大会優勝チーム

第１分団第１部第２班

指揮者／ 梅  津  啓  一 さん
うめ つ けい いち

１番員／ 木  村  正  弘 さん
き むら まさ ひろ

２番員／ 梅  津  拓  郎 さん
うめ つ たく ろう

３番員／ 梅  津  良  徳 さん
うめ つ よし のり

４番員／ 樋  口  康  紀 さん
ひ ぐち やす のり

補助員／ 宇  津  木  靖 さん
う つ ぎ やすし

小型ポンプ積載車の部優勝

第３分団第４部第１班

指揮者／ 鈴  木  幸  則 さん
すず き ゆき のり

１番員／ 遠  藤 　 充 さん
えん どう みつる

２番員／ 伊  藤 　 昭 さん
い とう あきら

３番員／ 塚  田  孝  之 さん
つか だ たか ゆき

４番員／ 横  澤  俊  彦 さん
よこ さわ とし ひこ

補助員／ 新  野  真  太  郎 さん
にい の しん た ろう

ポンプ車の部優勝
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（敬称略）

◆山形県統計調査員協議会連合会
感謝状
井上吉郎（小白川）

◆西置賜地区中学校総合体育大会
噛団体
１位／柔道男子（県大会出場）
３位／野球、卓球女子、女子バ
レーボール、女子ソフトテニス
噛個人・１位

焔柔道男子
73㎏級／佐藤遥平
81㎏級／横山大
90㎏級／舟山広大
90㎏超級／齋藤広樹
（いずれも県大会出場）
焔卓球女子
加藤由季乃（県大会出場）

噛個人・２位
焔柔道男子
50㎏級／渡部拓海
90㎏超級／関晃紀

焔卓球女子
　斎藤華南（県大会出場）
焔水泳男子100ｍ平泳ぎ

志田龍星（県大会出場・大会新）
焔水泳男子200ｍ平泳ぎ
志田龍星（県大会出場・大会新）

噛個人・３位
焔柔道男子・55㎏級／今野拓海
焔柔道男子・81㎏級／舟山善貴
◆町総合体育大会ソフトボール大会
噛男子
①椿 ②手ノ子 ③小白川 ③萩生

焔最優秀選手／齋藤祐一（椿）
焔優秀選手／渡部貞蔵（手ノ子）
噛女子
①東部 ②小白川 ③萩生 ③椿

焔最優秀選手／佐々木涼（東部）
焔優秀選手／佃典子（小白川）

　

公
共
の
利
益
や
公
共
事
業
に

対
し
て
功
績
の
あ
っ
た
方
を
た

た
え
る
平
成　

年
春
の 
藍  
綬  
褒 

ら
ん 
じ
ゅ 
ほ
う

23

 
章 
に
町
統
計
調
査
員
の
梅
津
名

し
ょ
う七

さ
ん（
椿
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

梅
津
さ
ん
は
６
月　

日
に
上

29

京
し
、
農
林
水
産
省
で
鹿
野
道

彦
大
臣
か
ら
褒
章
の
伝
達
を
受

け
、
そ
の
後
、
皇
居
で 
拝  
謁 
さ

は
い 
え
つ

れ
ま
し
た
。

　
「
拝
謁
の
会
場
で
は
最
前
列

に
い
た
の
で
、
天
皇
陛
下
か
ら

最
初
に 
労 
い
の
お
言
葉
を
か
け

ね
ぎ
ら

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。『
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
』
と
返
す

の
が
や
っ
と
で
し
た
。
本
当
に

身
に
余
る
光
栄
で
す
」
と
式
に

臨
ん
だ
感
想
を
話
し
ま
す
。

　

梅
津
さ
ん
が
統
計
調
査
に
携

わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は　

歳
19

の
と
き
、
豊
原
村
の
住
民
登
録

調
査
員
に
委
嘱
さ
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
昭
和　

年
29

に
町
統
計
調
査
員
と
な
り
、
今

日
ま
で　

年
間
の
長
き
に
わ
た

58

り
、
強
い
使
命
感
と
責
任
感
で

調
査
業
務
に
従
事
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
「
統
計
調
査
の
お
願
い
に
各

世
帯
を
回
る
と
、
中
に
は
個
人

情
報
だ
か
ら
と
回
答
を
渋
る
人

も
い
ま
す
。
し
か
し
、『
調
査

の
結
果
に
よ
っ
て
行
政
の
施
策

が
決
ま
る
ん
だ
』
と
説
明
し
、

統
計
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
も

ら
う
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

　
「
頼
ま
れ
る
と
断
れ
な
い
性

格
」
と
梅
津
さ
ん
は
自
己
分
析
。

物
事
を
長
く
続
け
る
秘
訣
は
、

「
健
康
と
、
物
事
に
く
よ
く
よ

し
な
い
こ
と
」
と
飾
ら
な
い
。

　

調
査
の
中
で
も
特
に
農
林
業

セ
ン
サ
ス
に
お
い
て
は
、
昭
和

　

年
か
ら
平
成　

年
ま
で
通
算

35
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回
の
調
査
に
従
事
。
農
業
の

12実
態
や
推
移
の
把
握
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
自
ら
も
現
役
の
農

家
と
し
て
、
２
町
２
反
の
稲
作

と
黒
毛
和
牛
繁
殖
牛
４
頭
の
飼

育
に
汗
を
流
す
毎
日
。

　
「
農
業
は
生
命
の
源
の
仕
事
」

と
梅
津
さ
ん
は
農
業
を
誇
り
に

思
う
か
ら
こ
そ
、
そ
の
統
計
調

査
に
も
力
を
抜
き
ま
せ
ん
。

統計調査員の功労者として「藍綬褒章」を受章
強い使命感と責任感で半世紀にわたり従事

Topics町の話題

（椿・78歳）

うめつ・なしち◎1933年５月、椿生まれ。農業。
52年、豊原村住民登録調査員。54年、町統計調査
員。79年、山形県知事表彰受賞。05年、農林水産
大臣表彰受賞。白川土地改良区白川左岸維持管理会
組合長、西置賜ふるさと森林組合理事などを歴任

「藍綬褒章」を受章した統計調査員

梅津名七さん
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Karte隠

health column

このコーナーでは、健康に関する身近なテーマを取り上げ、

H E A L T H

町民の皆さんが今すぐできる健康づくりを提言します。

高
血
圧
の
怖
さ

　
「
沈
黙
の
殺
人
者
」。
高
血
圧
は
こ
う

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
静
か
に
ゆ
っ
く
り

と
忍
び
寄
り
、
そ
し
て
あ
る
日
突
然
に

心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
で
死
に
至
ら
し

め
る
か
ら
で
す
。

　

高
血
圧
と
は
動
脈
に
異
常
に
高
い
圧

が
か
か
る
状
態
で
、
特
有
の
症
状
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、 
放
っ
て
お
く

と
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
血
圧
の
高
い
状
態
が
続
く
と
、

圧
力
に
対
抗
す
る
た
め
に
血
管
の
壁
が

厚
く
な
っ
て
い
き
、
血
管
の
し
な
や
か

さ
や
弾
力
性
が
失
わ
れ
硬
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
中
に
は
、
血
管
の
一
部
が

狭
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が

動
脈
硬
化
で
、
進
行
す
る
と
さ
ら
に
血

圧
が
高
く
な
り
、
悪
循
環
に
陥
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
動
脈
硬
化
を
原
因
と
し
た

心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
の
合
併
症
の
引

き
金
と
な
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
自

覚
症
状
が
出
て
き
た
場
合
に
は
、
す
で

に
何
ら
か
の
合
併
症
を
発
症
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
深
刻
な
状
態
に
な

る
ま
で
本
人
は
気
づ
か
な
い 

。
こ

れ
が
「
沈
黙
の
殺
人
者
」
と
い
わ
れ
る

ゆ
え
ん
な
の
で
す
。

血
圧
が
高
く
な
る
原
因

　

高
血
圧
の
原
因
は
、
体
質
も
あ
り
ま

す
が
、
食
生
活
の
影
響
も
大
き
く
、
塩

分
を
摂
り
す
ぎ
る
地
域
で
は
、
高
血
圧

の
人
が
多
く
な
り
ま
す
。
飲
酒
で
は
、

一
時
的
に
血
圧
が
下
が
り
ま
す
が
、
そ

の
後
、
血
圧
は
上
昇
し
ま
す
。
ま
た
、

喫
煙
は
、
血
液
の
粘
度
が
増
し
、
血
圧

が
高
く
な
り
ま
す
。
肥
満
の
人
（
と
く

に
内
臓
脂
肪
型
肥
満
）
で
は
、
動
脈
硬

化
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
、
硬
化
し
た

動
脈
が
高
血
圧
を
招
く
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
ス
ト
レ
ス
や

緊
張
、
寒
さ
、
入
浴
、
激
し
い
運
動
な

ど
が
血
圧
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

血
圧
を
下
げ
る
に
は

　

高
血
圧
の
予
防
に
は
、
な
ん
と
い
っ

て
も
減
塩
で
す
。
高
血
圧
の
方
は
、
食

塩
は
一
日
６
㌘
未
満
に
し
ま
し
ょ
う
。

塩
分
を
排
泄
す
る
働
き
の
あ
る
カ
リ
ウ

ム
を
多
く
含
む
果
物
や
野
菜
を
積
極
的

に
食
べ
る
の
も
有
効
で
す
。
肥
満
の
方

は
、
減
量
す
る
の
が
効
果
的
で
す
。
お

酒
や
タ
バ
コ
も
血
圧
を
高
く
し
ま
す
の

で
、
節
酒
・
禁
煙
を
。
適
度
な
運
動
は
、

血
圧
低
下
に
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、

日
ご
ろ
か
ら
運
動
す
る
習
慣
を
持
つ
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

水
分
補
給
も
忘
れ
ず
に

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
暑
く
な
り
ま
す
。

身
体
の
水
分
が
不
足
す
る
と
、
血
液
が

ド
ロ
ド
ロ
に
な
り
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗

塞
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
ま
め

に
水
分
を
取
る
こ
と
で
予
防
で
き
ま
す

の
で
、
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
、
時
間

を
決
め
て
水
や
麦
茶
を
飲
む
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

調理のポイント 食べ方のポイント

煙下味などはつけない
煙味にメリハリをつける（味の薄いも
のと濃いものがあると、薄い味も気
にならなくなります）

煙味が薄まらないように、水分の多い
食材は食べる直前にあえる

煙香辛料、酢、風味や焦げ味を利用し、
塩味以外の味覚も使う

煙新鮮な食品を使用し、素材の持ち味
を生かす 

煙食材に小麦粉や片栗粉をまぶして煮
汁や調味料をからみやすくする

煙過食しない
煙汁物は一日一杯
煙野菜や果物を食べる
煙かけるより、つけて食べる
煙漬物は回数量とも少なくする
煙加工食品などの塩分量がわからない
ものは控える

脳卒中予防10カ条　その１

手始めに 高血圧から 治しましょう

塩 分 を 減 ら す た め の 工 夫
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子
育
て
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に

　

近
年
、
家
族
構
成
の
変
化
や
生
活
様
式
、

勤
労
時
間
の
多
様
化
で
、
子
育
て
支
援
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
は
家
庭
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
例
え
ば
、
急
な
残
業
時
の
一
時

保
育
や
施
設
へ
の
送
迎
な
ど
、
既
存
の
施

設
保
育
だ
け
で
は
対
応
が
難
し
い
場
合
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
町
で

は
、
地
域
の
中
で
育
児
に
関
す
る
相
互
援

助
活
動
を
行
う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
･
サ
ポ
ー

ト
･
セ
ン
タ
ー
」
を
創
設
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
就
学
前
児
童
・
小
学
校

21

児
童
を
も
つ
保
護
者
の
方
を
対
象
に
実
施

し
た
「
子
育
て
支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調

査
」（
左
グ
ラ
フ
）
で
は
、
約
３
割
の
方
が

フ
ァ
ミ
リ
ー
･
サ
ポ
ー
ト
･
セ
ン
タ
ー
の

利
用
会
員
に
登
録
し
た
い
と
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
祖
父
母
に
預
か
っ
て
も

ら
え
な
い
と
き
の
利
用
希
望
の
回
答
は
約

６
割
に
達
し
、
住
民
同
士
で
支
え
合
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
･
サ
ポ
ー
ト
･
セ
ン
タ
ー
創

設
に
理
解
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
･
サ
ポ
ー
ト
･
セ
ン
タ
ー

は
、
育
児
を
お
願
い
し
た
い
会
員
に
対
し

て
、
育
児
を
応
援
し
た
い
会
員
を
紹
介
し
、

代
わ
り
に
お
迎
え
や
預
か
り
を
し
て
も
ら

う
制
度
で
す
。
預
か
り
は
、
協
力
会
員
の

自
宅
ま
た
は
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

フ
ァ
ミ
サ
ポ
…
？

飯豊町に「ファミリー・
サポート・センター」
ができるんだって！

0 20 40 60 80

ファミリー・サポート・センター

利用希望の調査結果

28.2％

祖父母や友人な
どに預かっても
らえないとき

※複数回答可。就学前児童の保護者85人、小学校
児童の保護者48人がそれぞれ回答。

冠婚葬祭や買い
物などの外出時
の預かり

急な残業時の預
かり

子どもの病気、
けがなどの緊急
時の預かり

保育所・幼稚園
などの送迎

保育所・幼稚園
などの開始前・
終了後の預かり 25.0％

17.7％

29.2％

41.2％
37.5％

31.8％
25.0％

18.8％
10.4％

65.9％
62.5％

就学前児童
小学校児童

ファミリー・サポート・センター

（アドバイザー・サブリーダー）

援
助
の
打
診

登
録

援助

報酬

援
助
の
申
入
れ

登
録協力会員の人は、自

宅 ま た は フ ァ ミ
リー・サポート・セ
ンターの施設を利用
して預かるんだ。

なるほど…。

「育児をお願いしたい人」と「育児を応援したい人」が会員になり、

地域の中で会員同士が助け合いながら子育てを支援する活動組織です。

ファミリー・サポート・センターとは

ファミリー・サポート・センター

利用の仕組み

利用会員 協力会員

（％）
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会
員
登
録
に
つ
い
て

　

援
助
を
受
け
た
い
方
は
「
利
用
会
員
」、

援
助
を
行
い
た
い
方
は
「
協
力
会
員
」
と

し
て
、
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
み
、
入
会
登

録
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

特
別
な
資
格
な
ど
は
必
要
な
く
、
利
用
会

員
と
協
力
会
員
の
両
方
に
登
録
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。 

　

利
用
会
員
に
登
録
で
き
る
の
は
、
町
内

に
在
住
、
ま
た
は
町
内
の
事
業
所
に
勤
務

す
る
保
護
者
の
方
。
一
方
、
協
力
会
員
に

な
れ
る
の
は
、
町
内
に
在
住
す
る
方
で
、

子
ど
も
が
好
き
な
方
で
す
。

　

会
員
の
方
が
安
心
し
て
育
児
に
関
す
る

相
互
援
助
を
行
え
る
よ
う
、
セ
ン
タ
ー
で

は
会
員
を
対
象
に
育
児
に
関
す
る
知
識
・

技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
研
修
会
な
ど

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

会
員
登
録
は
、
７
月　

日
か
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預かりの対象は
生後６カ月から
小学６年生まで
だよ！

　地域の“子育て支援者”の養成を目指し、町では「子育
て支援養成講座」が開講されています（７月16日で終了）。
利用・協力会員登録を予定し講座を受講した方からファミ
リー・サポート・センター利用のメリットなどについて聞
きました。

　私自身、３歳と６カ月の子ども
を持つ母親ですが、我が家の祖父
母も仕事をしているため、急な用
事や、どちらかの子を病院へ連れ
て行くときなどは、「誰かに預かっ
てもらえると助かる」という場面
がよくあります。ファミリー・サ
ポート・センターは、お金を払っ
て協力会員の方に預かりをお願い
する仕組みで、地域の中で助け合
えるのが便利だと思います。お互
い様の精神で、私も利用・協力会
員ともに登録し、誰かの役に立て
たらと考えています。

　ファミリー・サポート・センター
の利用は、親同士の交流のきっか
けになると思います。互いの子育
てに関する情報を共有すれば、役
立つことは多いはずです。初めて
預けるときは心配されるかもしれ
ませんが、基本的に協力会員の自
宅保育ですので、家庭的な雰囲気
でお子さまには安心感があると思
います。また、協力会員の方は、
預かる前に保護者の方と事前面談
して、子どもの健康状態や性格な
どをきちんと聞いておくと安心で
はないでしょうか。

ファミリー・サポート・センター利用のメリット
IN T E R V IE W

煙対象は生後６カ月から小学６年生までです
煙きょうだいで預ける場合は２人目から半額と
なります
煙預かり開始から最初の１時間までは、それに
満たない場合でも１時間の金額となります
煙１時間を超えた場合、30分以下は半額、30分
以上は１時間の金額となります
煙食費などについては実費でお願いします
煙サポート活動および送迎は、町内のみです

１時間あたり600円昼間（８：30～18：00）

１時間あたり700円朝・夜間（要相談）

１時間あたり700円土・日・祝日

サポート料金など

サポートの例

　保育施設では対応できない子育てについて、
一時的または補助的に手助けします。
煙保育施設までの送迎
煙夏休み期間中などの預かり
煙家族の病気や急用の場合の預かり 
煙休日出勤の際の預かり
煙冠婚葬祭や、ほかの子どもの学校行事の際の
預かり
煙買い物などの外出の際の預かり　などなど

※ファミリー・サポート・センターの会員登録には、「子育て支援養成講座」の受
講は必須ではありません。

佐藤光恵さん
（高峰）

地域で助け合えるの

が便利

Sato M itsue

土屋美佐子さん
（萩生）

親同士の交流で

子育ての情報を共有

Tsutiya Misako

あ～す
こどもみらい館

つばき保育園

薬局

簡易郵便局

電器店駐在所

町管理の住宅を利用した
ファミリー・サポート・
センター運営施設

煙飯豊町ファミリー・サポート・センター
飯豊町大字椿3592―3　志72―3530
煙役場教育文化課子育て支援室
志72―2111内線163　

会員申込・問合せ先
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【問合せ先】飯豊町選挙管理委員会（役場総務企画課総務情報室内） 皐72―2111内線223・224

　次のような理由で投票日に投票できない方は、必ず期日前
投票をしてください。
①投票日当日に仕事の方
②出張や旅行などで当日、投票区の区域外にいる方
③冠婚葬祭の予定のある方
④妊娠などの理由で、投票日に投票できない方
※投票入場券を忘れずにお持ちください。

期 日 前 投 票

【期間】７月22日埴（告示日の翌日）～７月25日譲

【投票時間】午前８時30分～午後８時まで

【場所】飯豊町社会福祉協議会「福祉の里めざみ」

不 在 者 投 票

　不在者投票ができるのは、次のような場合です。
【飯豊町以外で投票する場合は…】
◎投票区外に滞在しているなどの理由で、投票日およ
び期日前投票の期間に投票できない方
※郵便などで宣誓書を提出し、投票用紙などを請求い
ただければ、町選挙管理委員会より直接本人に投票
用紙などを送付いたしますので、最寄りの市町村選
挙管理委員会にて投票してください。
※郵便が届くまで往復の日数がかかりますので、早め
に請求ください。

【病院などに入院・入所中で投票所に行けない場合は…】
◎指定病院（公立置賜総合病院など）、施設（ひめさゆり
荘など）に入院・入所中の方

※入院・入所されている病院および施設で不在者投票
ができますので、それぞれの施設に申し出てくださ
い（「指定病院・施設」とは県の選挙管理委員会が不
在者投票のために指定した病院・施設です）。

【障がいなどのため郵便で投票したい場合は…】
◎身体に重度の障がいのある方（郵便投票）
煙身体に重度の障がいがある方は、自宅から郵便に
よって不在者投票ができます。

煙対象となる方は、身体障がい者の方（身体障害者手
帳に両下肢障がいで１級または２級、内臓機能障が
いで１級または３級と記載されている方など）や、
戦傷病者の方（戦傷病者手帳に両下肢・体幹の障が
いのいずれかの程度が特別項症～第２項症など）、
介護保険の被保険者証をお持ちの方（要介護状態区
分が要介護５の方）などで、「郵便投票証明書」をお
持ちの方です。

※上記要件に該当する方で、「郵便投票証明書」をお持
ちでない方は、町選挙管理委員会にて早めに交付申
請を行ってください。

煙上肢や視覚に一定以上の障がいがあり、自分では字
を書くことができない場合に、代理の者が候補者名
などを書いて投票する「代理記載制度」を利用でき
ます。この制度を利用するには、事前の手続きが必
要です。町選挙管理委員会にお問い合わせください。

【不在者投票のできる期間】
７月22日晶（告示日の翌日）～７月25日捷
【不在者投票の場所・時間】
役場２階　総務企画課（選挙管理委員会）
午前８時30分～午後８時

【位置図】

革

入口

駐車場

町民総合センター
「あ～す」

つばき保育園

福祉事業所
「でんでん」

期日前投票所
町社会福祉協議会
「福祉の里めざみ」

農
業
集
落
排
水
場

学校給食共同調理場

※投票会場は、町民総合センター「あ～す」東側駐車場奥です。役
場ではありませんので、お間違えのないようにご注意ください。

飯豊町議会議員選挙標語の発表

胸特選　 我が一票　未来を築く　ゆりの町 後藤とみ子さん作（椿）

脅入選　
われわれのこの一票

　未来と活力あたえる飯豊町
長岡幸子さん作（中）

応募作品の中から町選挙管理委員会での審査の結果、以下の作品が特選・入選に選ばれ
ました。皆さんのご応募ありがとうございました。
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　飯豊町議会議員選挙が７月21日昭に告示され、７月26日昇に投票と開票が行われます。
今後の町政を託す重要な選挙です。棄権することなく、貴重な一票を投じましょう。

投票日

７月26日醸

※ただし、中津川地区の高齢者介護予防センター（ひまわり館）投票所、岩倉地区多目的集会施設投票所および
小屋防雪センター投票所は、午前７時～午後７時までとなります。

【投票日】７月26日醸　【投票時間】午前７時～午後８時まで

投 票 所

投 票 所 施 設 名投 票 区投 票 所 施 設 名投 票 区
小白川公民館第７投票所萩生東部公民館（農業センター）第１投票所
東部地区公民館第８投票所中部地区農村活性化センター第２投票所
松原公民館第９投票所中公民館第３投票所
高齢者介護予防センター（ひまわり館）第10投票所白椿地区公民館第４投票所
岩倉地区多目的集会施設第11投票所西部地区農村活性化センター第５投票所
小屋防雪センター第12投票所高峰地区多目的集会所第６投票所

　選挙の当日は、ご自分の地区の投票所をよく確認してから投票所においでください。

　投票入場券は、部落長等などを通じて７月14日牙に配布する予定です。入場券が届いたら内容を確認し、もし
誤りがあった場合は町選挙管理委員会に申し出てください。
　投票の際は、入場券を忘れずにお持ちください。もし、入場券を紛失した場合は、運転免許証などの身分を証
明できるものをお持ちくだされば投票することができます。

投 票 入 場 券

　目が見えない方や体が不自由で字の書けない方でも、投票所で申し出れば代理投票ができます。補助員２名が
立ち会い、本人に代わって候補者の氏名を書きます。もちろん投票の秘密は守られますので、棄権しないで投票
してください。

代 理 投 票

　各候補者の経歴や政見などを掲載した選挙公報を７月22日画に部落長等などを通じて配布します。よくご覧く
ださい。

選 挙 公 報

◆住所／飯豊町の住民基本台帳に引き続き３カ月以上登録されている方
◆年齢／平成３年７月27日までに生まれた方（満20歳以上）

投 票 で き る 方

投 票 日 ・ 投 票 時 間



広報いいで 20

【
材
料
】

◇
ワ
ラ
ビ 

　

㌘
500

◇
シ
ョ
ウ
ガ 

１
片

◇
ニ
ン
ジ
ン 

格
本

◇
鷹
の
爪 

適
量

◇
め
ん
つ
ゆ 

１
合
カ
ッ
プ
７
分
目

◇
清
酒 

１
合
カ
ッ
プ
３
分
目

【
作
り
方
】

虚
ワ
ラ
ビ
の
軸
に
木
炭
あ
く
を
付
け
、
さ
ら

に
全
体
に
ま
ぶ
す
。

許
①
の
上
に
熱
湯
を
か
ぶ
る
く
ら
い
に
か
け
、

押
し
蓋
を
し
て
一
晩
お
く
。

距
②
を
水
で
さ
っ
と
洗
っ
て
あ
く
を
落
と
す
。

さ
ら
に
熱
湯
に
く
ぐ
ら
せ
、
あ
く
の
臭
い

も
落
と
す
。

鋸
ニ
ン
ジ
ン
、
シ
ョ
ウ
ガ
を
細
い
千
切
り
に

し
、
鷹
の
爪
は
小
口
切
り
に
す
る
。

漁
め
ん
つ
ゆ
と
清
酒
を
混
ぜ
、
煮
立
て
て
、

冷
ま
す
。

禦
ワ
ラ
ビ
を
、
④
、⑤
と
一
緒
に
ジ
ッ
パ
ー

付
き
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
冷
蔵
庫
に

一
晩
お
い
て
出
来
上
が
り
。

わ
ら
び
の
一
本
漬
け

あ
く
抜
き
か
ら
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う

萩生地区
食生活改善推進員
木村幸子さん

あ
く
抜
き
に
は
木
炭
あ
く
が

お
勧
め
で
す

　

飯
豊
町
は
山
菜
の
宝
庫
。
ワ
ラ
ビ
は
そ
の

代
表
格
で
す
。
ワ
ラ
ビ
は
好
き
で
も
、
あ
く

抜
き
が
苦
手
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

と
思
い
ま
す
。
私
も
か
つ
て
重
曹
を
使
っ
て

い
た
こ
ろ
は
、「
分
量
が
難
し
い
な
あ
」
と
感

じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
木
炭
あ
く
は

「
ワ
ラ
ビ
全
体
に 
満  
遍 
な
く
か
け
る
こ
と
」

ま
ん 
べ
ん

を
頭
に
お
い
て
お
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
失
敗
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

あ
く
抜
き
（
作
り
方
③
ま
で
）
さ
え
し
て

し
ま
え
ば
、
一
本
漬
け
の
ほ
か
に
も
、
お
ひ

た
し
や
味
噌
汁
の
具
、
煮
物
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
料
理
に
役
立
ち
ま
す
。

　

今
回
は
漬
け
る
際
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
使
い

ま
し
た
。
タ
ッ
パ
と
違
い
、
漬
け
て
い
る
間
、

ワ
ラ
ビ
を
返
す
手
間
が
省
け
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
で
き
る
だ
け
空
気
を
抜
い
て
封
を
す

る
と
早
く
漬
か
る
よ
う
で
す
。

Cooking料理



広報いいで 2011/7/1421

子育て

FILE
フ ァ イ ル

「うみにいったライオン」
垂石眞子／作　　偕成社

episode

「受け止めて、励まそう」

自信を与えてあげたいから

　「聞いてお母さん、今日ね～こんなことがあっ
たよ」と、機関銃のように次々と笑顔で話しかけ
てくる“めんごい子ども”。でも仕事や家事で疲れ
ている親は「後で聞くから」と一蹴。私もそうで
した…。これは会話ではないですよね。当然、意
気消沈し、さっきまでの笑顔は消えてしまいます。
　子どもだって、園や学校という集団の中で、遊
び、学んで、人とかかわりを持ち、本当は疲れて
帰ってきているはず。精一杯頑張ってきた子ども
を全身で受け止めてあげられる親でありたいです
ね。こんな言葉にドキッとしたことがあります。
『批判ばかり受けて育った子は、人を非難ばかり
する。励ましを受けて育った子は、自信を持つ』
ぜひ、子どものすべてを受け止め、励ましを送り
続けたいですね。もちろん、笑顔で！

児童図書

７月20日我 10：30～　かんがるー広場
　　22日画 10：00～　タッチケア
　　29日画 10：30～　親子リトミック
８月３日我 10：30～　おはなし広場
　　４日牙 10：30～　避難訓練
　　６日臥 10：30～　ブックスタート
　　10日我 10：30～　あそびの広場

（７月・８月の日程）

●こどもみらい館　志72―3336 
開館日／火曜日から土曜日　休館日／月曜日、日曜日、祝祭日
利用時間／８：30～12：00 、13：00～17：00

「動く！遊べる！小学生の
おもしろ工作　eco編」

ゴムの力で上昇するゴムコプターな
ど、リサイクル工作に役立つ30テー
マを収録。材料、作り方、遊び方な
どを写真で紹介する。

児童図書

成美堂出版編集部／編　成美堂出版

大好きなライオンを誘って海に出か
けたぼく。でもライオンはなかなか
泳がないんだ･･･。ぼくとライオン
の友情絵本。

●開館時間　　午前９時～午後６時（５月～１０月）
　　　　　　※土・日曜日は午前９時～午後５時まで
●休館日　　　毎週月曜日・祝日
●問合せ先　　町民総合センターあ～す図書室 志72―3111 

７月22日畳 10：00～
こどもみらい館

赤ちゃんと親とのスキ
ンシップを通し、体と
心を触れ合わせ、親子
の絆を深めます。事前
に申し込みが必要です。

タ ッ チ ケ ア

Child & Book 子育てと図書

講師：会田陽子先生

今月の

おすすめ図書

夏休み読書感想文コンクール
課題図書・指定図書入りました！
全国課題図書（すべて）、YBC指定図書（一部）

倉治ななえ／著　主婦の友社

虫歯だけでなく不正咬合（こうごう）
は、子育てのやり方を工夫すること
で、ある程度防げる。こどもの歯並
びに関する疑問のすべてに答える。

「子育てできれいな歯並
びを！」

一般図書

「真夏の方程式」
東野圭吾／著　文藝春秋

夏休みを伯母一家が経営する旅館で
過ごす少年・恭平。仕事で訪れた湯
川も、そこに滞在する。翌朝、元刑
事の宿泊客が変死体で見つかり･･･。
人気の「ガリレオ」シリーズ最新作。

一般図書
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ようこそ！
わたしたちの倶楽部に

スポーツ、音楽、芸術、史話、ボランティアなど町
内には活動団体がたくさんあります。このコーナー
では、そんな皆さんの活動を紹介していきます。

◆団員募集対象／高校生以上の女性
（町内外在住問わず）

◆ピーアール
　平成６年に設立されたコラール・ド・めざみ
は、「楽しく、気持ちよく、みんなの心を一つに
して歌うこと」を心がけ、町を代表する合唱団
に成長しました。「小松伸子指導者のきめ細か
な指導のおかげで、歌の表現力やハーモニーの
調和が身についてきました」と後藤信子会長は
話します。これからの目標は、全国に誇れる町
の合唱組曲を町内外の人たちに広く聴いてもら
い、親しんでもらうこと。歌声同様に、コラー
ル・ド・めざみは今も成長を続けています。コラール・ド・めざみ

◆指導者／小松伸子さん（長井市）
◆代表者／後藤信子さん（松原）
◆団員／23名
◆練習日時／毎週金曜日　19：30～21：00
◆練習場所／町民総合センター「あ～す」

後藤会長にとって合唱とは…

●コラール・ド・めざみへの入団などのお問い合わせは、後藤信子会長まで志74―2248

合　唱　
団

Club & Essayクラブ紹介と随想

滑後藤信子さん

心のビタミン。
歌うことで心が健やかに
なれるから。

「
音
楽
と
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」

　

後　

藤　

幸　

平

彊

　

世
の
中
に
は
、
不
幸
な
出
来
事
が
無
数

に
あ
る
。
今
直
ぐ
に
で
も
対
策
に
あ
た
ら

な
け
れ
ば
壊
れ
て
し
ま
う
現
実
の
切
実
な

事
情
が
海
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
ん
な
時
に
歌
を 
唱 
っ
て
い
ら
れ
る
も

う
た

の
か
、
と
い
う
の
が
「
彼
女
」
と
の 
諍 
い

い
さ
か

の
原
因
だ
っ
た
。
音
楽
好
き
の
「
彼
女
」

は
、
合
唱
の
楽
し
さ
と
美
し
い
曲
に
親
し

む
こ
と
が
出
来
る
喜
び
を
熱
く
語
る
。
し

か
し
、
自
分
た
ち
だ
け
が
楽
し
ん
で
い
ら

れ
る
時
な
の
か
と
主
張
す
る
「
彼
」
は
社

会
運
動
に
の
め
り
こ
ん
で
行
く
。

　

七
月
九
日
、
十
日
の
二
日
間
、「
め
ざ
み

の
里
カ
ン
タ
ー
ト
」
が
あ
～
す
を
会
場
に

開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら
多
く
の
合
唱

フ
ァ
ン
を
お
迎
え
し
て
、
詩
と
曲
の
解
釈

や
発
声
と
指
揮
の
指
導
、
合
唱
組
曲
「
飯

豊
山
」
を
課
題
曲
に
し
た
コ
ン
ク
ー
ル
な

ど
が
実
施
さ
れ
た
。
池
辺
晋
一
郎
先
生
、

村
田
さ
ち
子
先
生
、
栗
山
文
昭
先
生
、
横

尾
佳
子
先
生
、
斎
木
ユ
リ
先
生
の
豪
華
な

講
師
陣
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
音
楽
の

世
界
に
参
加
者
の
誰
も
が
感
動
を
共
有
し
、

合
唱
の
楽
し
み
を
心
行
く
ま
で
堪
能
し
た
。

　
「
彼
」
と
「
彼
女
」
の 
諍 
い
の
物
語
は
実

い
さ
か

は
四
十
年
前
の
私
達
世
代
の
姿
で
あ
る
。

栗
山
先
生
が
指
導
す
る
合
唱
団
「 
響 
」
の

き
ょ
う

皆
さ
ん
に
よ
る
社
会
派
の
合
唱
曲
「
農
夫

と
土
」「
死
の
灰
」「
地
上
の
祈
り
」「
大
地

讃
頌
」「
生
き
る
」
な
ど
の
す
ば
ら
し
い
演

奏
を
お
聞
き
し
て
い
る
う
ち
に
あ
の
「
葛

藤
の
時
代
」
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
し

ま
っ
た
。

　

時
の
流
れ
は
状
況
を
変
え
る
。
い
ま
は

音
楽
か
運
動
か
と
選
択
を
迫
る
よ
う
な
こ

と
は
な
い
。
む
し
ろ
音
楽
の
力
、
歌
の
力

が
人
々
を
勇
気
付
け
て
、
ま
ち
を
動
か
し

ま
ち
を
創
っ
て
行
く
。

　

二
者
択
一
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
日
常
の
中
で
選
択
と
集
中
な
ど
と
い

う
言
葉
に
割
り
切
れ
な
い
も
の
を
感
じ
な

が
ら
時
折
考
え
る
の
で
あ
る
。
世
の
中
は

ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
だ
と
。
グ
ウ
と
チ
ョ
キ

な
ら
グ
ウ
の
勝
ち
、
グ
ウ
と
パ
ー
な
ら

パ
ー
の
勝
ち
、
そ
れ
な
ら
パ
ー
が
一
番
強

い
は
ず
な
の
に
パ
ー
は
チ
ョ
キ
に
か
な
わ

な
い
。
ジ
ャ
ン
ケ
ン
の
原
理
は
な
か
な
か

奥
が
深
く
、
人
生
哲
学
を
伝
え
て
い
る
か

の
よ
う
だ
。

　

音
楽
に
も
勝
ち
負
け
は
な
い
。
何
よ
り

も
強
い
情
念
の
世
界
が
あ
る
ば
か
り
だ
。
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save electricity 節電のお知らせ

この夏、東日本大震災の影響を受け、電力供給不足が懸念されています。
電気は大量に貯めることができません。これまでと同じように電気を使っていると、突然大規模な停電に見舞われ
たり、それに伴う事故が発生する恐れがあります。国では、目標15％の使用電力削減の協力を呼びかけています。

【家庭でできる節電メニュー】

削減効果

130Ｗ革 10％革

120Ｗ革 10％革

600Ｗ革 50％革
エアコン

設定を「強」から「中」
にする。扉を開ける時
間を短くし、食品を詰
め込みすぎない

削減効果

25Ｗ革 ２％革

冷蔵庫

削減効果

60Ｗ革 ５％革

省エネモードに設定し、
輝度を下げ、必要な時
間以外は消す

削減効果

25Ｗ革 ２％革

テレビ

早朝にタイマー機能を
使って１日分をまとめ
て炊き、冷蔵庫に保存

削減効果

25Ｗ革 ２％革

炊飯器

削減効果

25Ｗ革 ２％革

室温28度を心がけ、
設定温度を２度上げる

すだれやよしずなどで
日差しを和らげる

無理のない範囲で消し、
扇風機を使う

いずれかの取組みで

日中は消し、夜間もで
きるだけ使わない

照明

便座保温・温水をオフ
にする

コンセントからプラグ
を抜く温水洗浄

便　座

本体の主電源を切る。
長時間使わない場合は、
コンセントからプラグ
抜いておく

待機電力

【突然の大規模停電を防ぐために使用電力の削減を】

【目標】平日９：00～20：00　15％削減（７月～９月）

※節電効果の記載値は在宅世帯の日中の平均的消費電
力に対する削減率です。資源エネルギー庁のホーム
ページから。ほかにも同ページには、節電に関する
情報が掲載されています。活用ください。

検索資源エネルギー庁

削減効果

５Ｗ革 １％未満革
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緯74-2447東 部 地 区 公 民 館緯72-3353社 会 福 祉 協 議 会緯72-3111「 あ ～ す 」

緯75-2111西 部 地 区 公 民 館緯74-2011ひ め さ ゆ り 荘緯86-2233町 健 康 福 祉 課

緯77-2020中津川地区公民館緯72-3086スポーツセンター緯86-2117介護老人保健施設

緯72-2245飯 豊 駐 在 所緯72-2126中 部 地 区 公 民 館緯72-2300国民健康保険診療所

緯77-2110中 津 川 駐 在 所緯72-2242白 椿 地 区 公 民 館緯77-2330附属中津川診療所

飯豊町役場
　電話　　0238―72―2111
　FAX   　　    　72―3827
ホームページ 　　 www.town.iide.yamagata.jp
Eメール　　iide―info@town.iide.yamagata.jp

◆売払物件
ロータリ除雪車
初年度登録／平成元年10月
走行距離／17,741㎞
◆売払方法
　一般競争入札
◆物件の見学会および物件詳細書類の
閲覧
日時／８月19日㈮ ９：00～12：00
場所／除雪格納庫（役場西側）

◆入札参加申込書の配布
町のホームページからダウンロード
するか、役場総務企画課総務情報室
で配布しています
◆入札参加申込
８月22日㈪ 17：00まで役場総務企
画課総務情報室へ提出ください
◆入札日時
　８月30日㈫ 11：30～
◆その他
入札参加条件、売払条件があります
ので、必ず事前にご確認ください
※物件の詳細は、町のホームページで
公表しています
◆問合せ先
　役場地域整備課建設室
緯72―2111内線158

　町民総合センター「あ～す」に設置
されている公衆電話は、ＮＴＴ東日本
の諸般の都合で８月２日㈫をもって撤
去されます。なお、電話が必要な場合
は事務室へおいでください。
◆問合せ先
　町民総合センター「あ～す」
　緯72―3111

　スズメバチなど攻撃性の高い蜂が発
生する時期となりました。蜂の巣が作
られた場合、その建物・土地の所有者
または管理者が責任を持って駆除する
ことになります。駆除できない場合は、
専門の養蜂家に依頼してください。料
金はそれぞれにお問い合わせください。
◆町内の養蜂家
焔土屋清蔵さん（萩生） 　緯72―2526
焔佐藤利浩さん（手ノ子） 緯75―2218
◆問合せ先／役場住民税務課生活環境
室緯72―2111内線131

　人権擁護委員は、虐待やいじめなど
人権に関する相談に応じるとともに、
人権擁護の啓発活動を行っています。
◆町内の人権擁護委員
手塚久美子さん（萩生）
安部宗右衛門さん（小白川）
小川幸生さん（椿）
茂木栄子さん（添川）
◆問合せ先
米沢人権擁護委員協議会（法務局米
沢支局内）緯0238―22―2148

◆日時／7月30日㈯ ９：00～15：00
（貯水池巡視体験は14：45まで）
◆会場／白川ダム管理支所周辺
◆内容／監査廊探検、ダム登山、巡視
船による貯水池巡視体験

※天候などにより内容が変更となる場
合があります

◆参加費／無料
◆問合せ先
　白川ダム管理支所緯75―2131

　放課後や夏休みなど長期休業期間に
家庭での養育が受けられない小学生の
遊びと生活の場として学童クラブを開
設しています。どうぞ利用ください。
◆実施日時
◇月～金曜日／学校終了時～18：45
◇夏休みなど学校休業日
７：30～18：45

◆場所／第一小学校、第二小学校、手
ノ子幼稚園、添川児童センター

◆対象／保護者など（父母、祖父母）
が就労などにより昼間家庭にいない
小学校１年生～６年生の児童

◆負担金／月額5,000円
◆申込方法／子育て支援室または各学
童クラブに備え付けの登録申請書お
よび利用申込書に必要事項を記入の
上、下記まで申し込みください

◆申込・問合せ先
役場教育文化課子育て支援室
緯72―2111内線163、167

　町商工会では20％お得なプレミア
ムがついた商品券を販売しています。
ぜひこの機会にお買い求めください。
◆販売価格
１セット5,000円（500円×12枚）

※１世帯あたり10セット（５万円）まで
購入できます

◆利用期間／８月31日㈬まで
◆販売所／飯豊町商工会（役場南側）
◆販売日時／月曜～金曜日
９：00～16：00　※祝祭日を除く

◆その他
売り切れ次第、販売を終了します

◆問合せ先／飯豊町商工会緯72―3000

町で使用しなくなった
除雪機械を売払いします

スズメバチなどの
駆除について 学童クラブの児童募集

「あ～す」公衆電話が
撤去されます

プレミアム付商品券
好評販売中！

白川ダムからのご案内
「ダムとのふれあいの日」

人権擁護委員の皆さんを
紹介します
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Information お知らせInformation お知らせ

（６月届け出分）

ご結婚おめでとうございます
氏 名住 所

佐　藤　明　博さん
横　山　美由紀さん

高  畠  町（手  ノ  子    
梅　津　大　佑さん
石　井　真　美さん

添  　  川（長  井  市    
お誕生おめでとうございます

ご両親氏 名住所
  　斉　（彩　加渋 谷　　 成 　く　ん

じょう

椿
  　純　（香陽子渡 部　　 翼 　く　ん

つばさ

萩生
  裕　司（雪　絵橋 本　 侑 　 果 ちゃん

ゆう か

上原
  安　之（真　代中 村　 莉 　 珠 ちゃん

り じゅ

添川
  友　幸（郁　恵佐 藤　 光 　 希 く　ん

みつ き

萩生
  裕　樹（奈美枝遠 藤　　 颯 　く　ん

そう

添川
  弘　一（清　恵佐 藤　　 新 　く　ん

あらた

萩生
  奨　悟（恵　美伊 藤　 永  希  也 く　ん

と き や

高峰
  正　樹（小百合長谷川　 心 　 結 ちゃん

み ゆ

椿
  敏　秀（由　紀金　田　 息 　 吹 く　ん

い ぶき

手ノ子

心からおくやみ申し上げます
年齢氏 名住所
96石 山 マツヱさん高野寺分萩生
87伊 藤 七　郎さん大旦添川
83渡 部 茂　七さんひめさゆり添川
84遠 藤 寅　夫さん谷地田黒沢
60手 塚 信　雄さん吉長黒沢
85鈴 木 せ　つさん西向高峰
81片 桐 たけのさん松原
84髙 橋 與　一さん下川原添川
94松 山 辰　雄さん町下手ノ子
98梅 澤 た　かさん上野椿
80鈴 木 春　夫さん向原手ノ子
94髙 橋 み　ゑさん萩生町萩生

※この欄に掲載を望まない場合は
届出の際にお申し出てください。

◇
中
津
川
地
区
の
若
者
グ
ル
ー
プ

 
P
―
T
A
N 
が
企
画
し
た
「
チ
ャ

ピ
ー
タ
ン

リ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」
は
、
１
５

０
人
以
上
の
参
加
者
が
集
い
、
成

功
裏
に
大
会
を
閉
じ
ま
し
た
。
終

盤
、
ス
タ
ッ
フ
が
ゴ
ー
ル
前
に
列

を
な
し
、
ラ
ン
ナ
ー
を
拍
手
で
迎

え
る
様
子
は
、
大
会
の
さ
わ
や
か

さ
を
周
囲
に
印
象
づ
け
ま
し
た
。

　

人
は
集
ま
る
の
か
、
天
候
は
大

丈
夫
か
…
。
ス
タ
ッ
フ
に
は
不
安

が
尽
き
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

『
D
O
N
T   
G
I
V
E   
U
P
！

東
日
本
』
は
大
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
。
そ
れ
は
初
め
て
の
試
み

に
挑
ん
だ
若
者
た
ち
が
勇
気
を
奮

い
起
こ
す
た
め
の
合
言
葉
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

（
横
山
）

６月分　　（　）内は対前月比

12転入2,378（   8）世帯数
21転出3,919（  -8）男人　

口
10出生4,172（  -3）女
12死亡8,091（-11）計

人の動き

　県議会では、地元議員による地域の
課題や施策について審議を行う地域議
員協議会を開催します。
◆日時／７月19日㈫ 13：00～
◆場所／置賜総合支庁（米沢市）
◆参加方法／直接会場にお越しください
◆問合せ先／県議会事務局政策調査室
　　　　　緯023―630―2846

◆日時・内容／全２回コース
①７月21日㈭ 13：30～15：30
　焔講話／「家族も知っておきたいうつ

病の話」
　焔講師／精神科医師　栗田征武氏
②８月29日㈪ 13：30～15：30
　焔講話／「家族の接し方のポイント」
　焔講師／臨床心理士　大御  均氏
◆場所／南陽市中央公民館
◆参加費／無料
◆参加方法／７月20日㈬まで下記へ
電話で申し込み

◆その他／託児あり
◆申込・問合せ先／置賜保健所地域保
健予防課緯0238―22―3015

◆日時／９月16日㈮
◆会場／置賜総合支庁西庁舎
◆対象／焔矯正視力が0.3未満の方　
焔斜視の方　焔視野狭窄、強度近視
などのために日常生活や学習に不安
を感じている方など、目に関する悩
みのある方やその保護者の方など
◆相談料／無料
◆申込締切／７月20日㈬
◆申込方法／下記まで電話で申し込み
◆その他／申込者には後日、相談時間
などの詳細をお伝えします
◆申込・問合せ先
町健康福祉課福祉室緯86―2233
役場教育文化課学校教育振興室
緯72―2111内線164、166

◆日時／７月21日㈭ ９：30～11：00
◆場所／健康福祉センター
◆献血できる方
　16歳～69歳（65歳以上の献血は60
歳～64歳の間に献血経験のある方）
◆問合せ先／町健康福祉課健康医療室
　　　　　緯86―2338

　覚せい剤・大麻など最近の薬物犯罪
は低年齢化し、主婦など一般人にも広
くまん延しており、深刻な状況です。
乱用者が凶悪犯罪を引き起こすなど、
絶対に薬物を許すことはできません。
警察では薬物犯罪の取締りを強化して
います。情報やうわさを見聞きした場
合、警察まで情報をお寄せください。
◆問合せ先／長井警察署緯84―0110

アイ・サポート相談会
のご案内

地元県議会議員による
地域議員協議会のご案内

献血にご協力ください

覚せい剤・大麻などの
薬物乱用を防止しよう！

うつ病家族教室のご案内

　７月３日㈰の活動に早朝より多くの
皆様に作業へご参加いただきました。
その結果、河川や道路の清掃など身近
な場所の美化活動により、地区全体が
きれいで気持ちのよい環境になりまし
た。ご協力に感謝申し上げます。

「きれいな川で住みよい
ふるさと運動」の協力御礼
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旧
中
津
川
小
学
校
小
屋
分
校
を
再
利

用
し
た
「
中
津
川　

森
と
暮
ら
し
の
学

校
」
が
、
６
月　

日
に
開
校
し
た
。

18

　

開
校
式
に
は
、
後
藤
町
長
は
じ
め
関

係
者
約
１
３
０
名
が
出
席
。
そ
の
中
で

記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
演
台
に
立
っ
た

「
樹
木
・
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の 
澁  
澤 

し
ぶ 
さ
わ

 
寿  
一 
理
事
長
は
こ
う
述
べ
た
。

じ
ゅ 
い
ち

　
「
昭
和　

年
は
、
日
本
人
が
大
き
く

35

変
っ
た
節
目
。
高
度
経
済
成
長
期
を
迎

え
、
大
人
は
子
ど
も
た
ち
に
高
学
歴
と

高
収
入
こ
そ
が
幸
せ
な
生
き
方
と
教
え

て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
行
き
詰
っ

て
し
ま
っ
た
の
が
今
の
日
本
の
現
状
。

生
活
は
買
う
も
の
で
は
な
く
、
つ
く
っ

て
い
く
も
の
。
そ
れ
を
学
び
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」

　
「
森
と
暮
ら
し
の
学
校
」の
目
的
は
そ

こ
に
あ
っ
た
。「
お
金
に
頼
る
以
外
の

生
き
方
」
の
学
び
舎
で
あ
る
。
田
畑
で

作
物
を
育
て
、
森
か
ら
恵
み
を
い
た
だ

く
、
自
然
と
共
に
生
き
る
技
を
学
ぼ
う

と
い
う
も
の
だ
。
中
津
川
地
区
に
は
、

そ
の
精
神
が
脈
々
と
息
づ
い
て
い
る
と
、

澁
澤
理
事
長
は
講
演
で
説
い
た
。

　

学
校
を
運
営
す
る
の
は
、
N
P
O
法

人 
「
美
し
い
や
ま
が
た
森
林
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
」。
南
陽
市
吉
野
地
区
を
拠

点
に
森
林
保
護
や
里
山
文
化
を
守
り
伝

え
る
活
動
を
展
開
。
同
セ
ン
タ
ー
の 
織 お

 
田  
洋  
典 
理
事
長
が
校
長
を
務
め
る
。

だ 

よ
う 
す
け

　

小
屋
分
校
は
平
成
６
年
度
に
休
校
。

平
成　

年
度
に
は
つ
い
に
廃
校
と
な
っ

17

た
。
一
時
は
、
山
形
大
学
が
学
生
の
野

外
学
習
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
た
が
、

雪
の
管
理
の
大
変
さ
な
ど
か
ら
断
念
。

　

思
い
出
深
い
校
舎
を
取
り
壊
さ
ず
、

末
永
く
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
地

元
の
人
た
ち
の
願
い
と
な
っ
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
昨
年
度
か
ら
県
の

事
業
で
あ
る
「
や
ま
が
た
社
会
貢
献
基

金
」
を
活
用
し
開
校
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
き
た
。
ま
た
、
会
員
や
地
元
の

人
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
得
て
、
外

壁
の
ペ
ン
キ
塗
り
や
内
装
の
補
修
、
清

掃
な
ど
を
行
い
、
傷
ん
で
い
た
校
舎
を

見
事
に
よ
み
が
え
ら
せ
た
。
町
で
も
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
整
地
な
ど
に
協
力
し
た
。

　
「
森
と
暮
ら
し
の
学
校
」
で
は
、
親
子

や
高
校
生
以
上
を
対
象
に
、「
自
然
と

共
に
生
き
る
技
」
を
伝
承
す
る
講
座
を

順
次
開
催
し
て
い
く
。
７
月　

日
我
に

27

は
「
土
窯
を
造
ろ
う
」
と
４
泊
５
日
の

宿
泊
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
な
あ
ん
だ
、

こ
ん
な
生
き
方
も
あ
る
ん
だ
」
が
予
定

さ
れ
、
現
在
参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

　
「
私
は
中
津
川
の
下
屋
地
地
区
出
身
。

生
ま
れ
故
郷
へ
の
恩
返
し
と
し
て
、
こ

の
学
校
を
拠
点
に
山
村
の
素
晴
ら
し
さ

を
広
く
伝
え
、
中
津
川
に
一
人
で
も
多

く
の
人
が
住
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
」

　

森
の
達
人
で
も
あ
る　

歳
の
織
田
校

81

長
は
、
少
年
の
よ
う
に
目
を
輝
か
す
。

NPO法人「美しいやまがた森林活動支援センター」が開校

2011.６.18煙中津川・小屋地区

01＿「森と暮らしの学校」
としてよみがえった旧校
舎　02＿織田洋典校長
03＿開校式には塩田秀雄
南陽市長、原田俊二川西
町長なども駆け付けた
04＿壇上に掲げられた
「森和人育」（森は人を育
てる）の書

旧校舎を再利用し、
学歴や経済にとらわれない
「生き方」を学ぶ場所に

中津川　森と暮らしの学校

01

02 03

「中津川　森と暮らしの学校」の問合せ先

NPO法人「美しいやまがた森林活動支援センター」
志080―5575―1561　Ｅ-mail totoro-n@jan.ne.jp04
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クローズアップ◎「初夏、中津川から…」

地元若者グループ「Ｐ-ＴＡＮ」が企画

2011.６.19煙中津川・白川ダム湖岸公園

被災地に思いを馳せて
地元若者が情熱を結集した
チャリティーマラソン大会

Don't Give UP ! 東日本
白川湖畔チャリティーマラソン

01

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
は
、
中
津
川

地
区
に
も
及
ん
だ
。

　

そ
の
一
つ
に
観
光
客
の
激
減
が
あ
る
。

３
月　

日
の
震
災
直
後
、
同
地
区
の
温

11

泉
旅
館
・
白
川
荘
に
は
予
約
の
キ
ャ
ン

セ
ル
が
相
次
い
だ
。
そ
し
て
そ
こ
に
追

い
討
ち
を
か
け
た
の
は
、
春
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
「
全
国
白
川
ダ
ム
湖
畔

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
中
止
の
知
ら
せ
。
大

会
前
日
か
ら
当
日
に
か
け
て
は
、
遠
方

か
ら
の
参
加
者
で
旅
館
が
に
ぎ
わ
う

“
書
き
入
れ
時
”
で
あ
る
は
ず
だ
っ
た
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
住
民
挙
げ
て
お
客
さ

ま
を
迎
え
入
れ
る
は
ず
の
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
と
な
り
、
地
域
内
を
ど
こ
か
さ
み

し
い
雰
囲
気
が
覆
う
。

　

そ
れ
を
打
ち
消
す
べ
く
立
ち
上
が
っ

た
の
が
、
中
津
川
地
区
の
若
者
グ
ル
ー

プ
「 
Ｐ
―
Ｔ
Ａ
Ｎ 
」
だ
っ
た
。

ピ
ー
タ
ン

　
「
町
で
や
れ
な
い
の
な
ら
、
自
分
た

ち
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
や
る
し
か
な
い
。

や
っ
て
み
な
い
か
」

　

リ
ー
ダ
ー
の
安
部
学
会
長
（
小
屋
）

の
掛
け
声
に
、
約　

名
の
メ
ン
バ
ー
全

20

員
が
諸
手
を
挙
げ
て
賛
同
し
た
。

　
「
D
o
n
t　

G
i
v
e　

U
P 
! 

東
日
本　

白
川
湖
畔
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ

ラ
ソ
ン
」
と
銘
打
ち
、
参
加
料
の
半
分

を
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
の
義
援

金
と
し
、
残
り
の
半
分
で
開
催
経
費
に

当
て
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

大
会
の
目
的
は
、
参
加
者
に
は
中
津

川
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
、

そ
し
て
地
域
に
は
元
気
を
取
り
戻
し
て

も
ら
う
こ
と
。

　
「
大
会
の
準
備
の
す
べ
て
が
初
め
て

の
経
験
ば
か
り
。
ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
が

仕
事
を
持
っ
て
い
る
中
で
、
県
道
の
使

用
許
可
や
後
援
依
頼
な
ど
、
行
政
機
関

と
の
や
り
と
り
が
平
日
の
日
中
し
か
で

き
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
時
間
を
や
り

繰
り
す
る
の
が
最
も
大
変
で
し
た
」
と

安
部
会
長
は
振
り
返
る
。

　

さ
ら
に
人
手
の
問
題
。
Ｐ
―
Ｔ
Ａ
Ｎ

だ
け
で
は
大
会
運
営
に
は
足
り
な
い
。

町
交
通
安
全
協
会
な
ど
地
区
内
外
の
組

織
や
個
人
に
協
力
を
求
め
る
と
、
多
く

が
若
者
た
ち
の
情
熱
に
賛
同
し
、
協
力

を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

　

あ
と
は
参
加
者
が
集
ま
る
か
。
受
け

付
け
初
め
の
こ
ろ
反
応
は
薄
か
っ
た
と

い
う
。
し
か
し
、
取
り
組
み
が
新
聞
で

紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
、
関
心
が
高
ま
り

申
込
み
が
相
次
ぐ
よ
う
に
。
さ
ら
に
当

日
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
で
飛
び
込
み

参
加
者
も
増
え
、
結
果
と
し
て
１
５
０

人
以
上
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。
ア
ク
シ

デ
ン
ト
は
な
く
、
全
員
が
完
走
。
大
会

は
大
成
功
で
幕
を
閉
じ
た
。

　
「
一
致
団
結
し
て
大
会
を
作
り
上
げ

た
仲
間
を
誇
り
に
思
い
ま
す
」
と
安
部

会
長
は
達
成
感
を
の
ぞ
か
せ
た
。
若
者

が
本
来
持
っ
て
い
る
実
力
を
、
Ｐ
―
Ｔ

Ａ
Ｎ
は
我
々
に
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
。

01＿初夏の風を頬に、約150名の参加者は思い思いにマラソンを楽しんだ
02＿安部学実行委員長は、「タイムの競い合いではなく、中津川の自然
の中で純粋にマラソンを楽しんでください」と参加者に呼びかけた
03＿「被災地へ勇気と元気が届くように」と力強く宣誓した中津川小学校
の児童たち　04＿力走する参加者の額に汗が光る　05＿最終ランナー
を拍手で迎えるスタッフの皆さん。全員が見事、完走を果たした 04 05

02 03



チョウセンアカシジチョウセンアカシジミミ

子どもたちに命の大切さを伝えたい

　東部地区公民館では、チョウセンアカシジ
ミ観察活動実行委員会を組織し、添川小学校
と連携して保護活動に取り組んでいます。学
校では３年生の理科の授業に取り入れていた
だき、川西町立大塚小学校と合同で観察会を
行うなど、活動に広がりを見せています。子
どもたちは、トネリコの木でしか生息できな
い生態に同情を示し、さらに幼虫が卵からか
える瞬間を目の当たりにして自然の力強さに
感動の声を上げていました。チョウセンアカ
シジミは環境省のレッドデータブックで絶滅
危惧種に指定されています。子どもたちには
「命の大切さ」を感じてもらい、地域の皆さま
には保護に向けた取り組みへの理解と協力が
広がるよう、今後も事業を続けていきます。

樋 口 兼  利 さん
かね とし

東部地区公民館職員

（添川）

　その名のとおり朝鮮半島・アムール地方

が原産地で、日本では山形、岩手、新潟の

３県にのみ生息する。

　シジミチョウ科で、羽をひろげた幅は約

35mm。オレンジ系だが、県内のものは黒

化が進んでいる。年１回発生で６月中旬か

ら7月中旬まで見られる。幼虫の食樹であ

るデワトネリコの木に卵を産みつけ、卵の

状態で越冬する。幼虫は体から蜜を分泌し、

寄生バチなどの天敵を追い払ってくれる蟻

を誘う特性を持つ。成虫の期間は約１週間

と短命。

　昭和52年３月に、地域を定めない県の

天然記念物に指定された。

解 説

チョウセンアカシジミ
守 り 続 け る 人 た ち

Interview

この広報紙は再生紙を使用し、大豆油インキで印刷しています。

昭和52年度山形県天然記念物指定

写真（大）／チョウセンアカシジミの卵を観察する添川小学校３年生の児童たち（写真提供・東部地区公民館）
写真（小）／チョウセンアカシジミの成虫（写真提供・町教育委員会）

京
selection

文
化
財
は
、
郷
土
の
歴
史
、
民
俗
、
信
仰
、
自
然
を
物
語
る
町
の
宝
。

継
承
し
守
り
続
け
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
か
ら
輝
く
価
値
が
あ
る 

。


	広報いいで７月14日本号
	P２　目次
	P３　町民総合センター「あ～す」20周年の響き
	P４-５　第１楽章　町民とともに歩んだ20年
	P６-７　第２楽章　舞台をつくる人たち
	P８-９　第３楽章　これからも夢を創造する拠点に
	P１０-１１　まちかどNEWS
	P１２-１３　町消防演習／町消防操法大会
	P１４　梅津名七さん「藍綬褒章」受章／がんばりの軌跡
	P１５　健康ikiiki
	P１６-１７　ファミリー・サポート・センター
	P１８-１９　町議会議員選挙のお知らせ
	P２０　直伝おふくろの味
	P２１　子育てFILE／あ～す図書室情報
	P２２　ようこそ！わたしたちの倶楽部に／町長の見て歩き
	P２３　節電のお知らせ
	P２４-２５　暮らしの情報
	P２６-２７　「初夏、中津川から・・・」
	P２８　町宝いいで

